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プロローグ








　東京都港区にある、立派なタワーマンションの最上階。

　部屋の窓からはキラキラの東京の夜景が一望でき、ロマンティックな雰囲気が漂っている。この絶景を優雅に眺められる寝室で、私は夫である新しん堂どう理り玖くにベッドの上で迫られて逃げ場を失っていた。

「新堂……くん。本当にするつもりなの？」

「もちろんだよ、結ゆい奈なと俺は夫婦だろ」

　そう、そうなんだけど。

　入籍して三か月、挙式を上げて一週間。

　このマンションに引っ越してきた私は、今日からここで新生活を始める。いわゆる新婚生活のスタート日だ。

　だから今日が私たちの新婚初夜になる。

「だけど……だけど……っ」

「何、ここまで来て、まだ悩んでいるの？」

　彼は小さなため息をついて、私のほうを見つめる。

　そうだよね、入籍したし、挙式だってあげた。それなのにここで躊躇うなんて往生際が悪いと思われても仕方ない。私だって我ながらそう思う。

　だけど、本当にいいのか分からないのだ。

「新堂くんは、こんな年上の女と結婚して後悔してないの？」

「してないよ。だって、俺が仲人さんに結奈を紹介してほしいって頼んだんだから」

　それは、そうなんだけど……。

　私と理玖の結婚のきっかけは、お見合いだ。令和の時代にお見合いなんて時代錯誤だと思うけれど、舞い込んできた見合い話に乗ることにした。

　出会いが皆無だった私には、逆に新鮮で手堅いと思ったのだ。

　三十二歳で新しい出会いなんて、滅多にない。職場に男性はいるものの既婚者が多いし、そうそうメンバーの入れ替わりもない。仕事ばかりで毎日忙しいので、仮に出会いがあったとしても恋愛に発展していかない。

　このままじゃ、本当に独身のまま終わってしまう！　そう思ったときに知人から勧められたお見合い。一か八かで受けてみることにしたのだ。

　そうして現れたのが彼だった。

　しかし理玖は私よりかなり年下で──

「たった六歳差でしょ、そんなカップル、世の中には山ほどいるって。気にしすぎ」

「そうだけど……今はよくても、あとから後悔しない？」

　今は三十二歳と二十六歳だけど、十年後、二十年後、その差は大きく感じるかもしれない。若い女の子に目移りしてしまうかもしれないじゃない。

　いつか私に飽きる日が来るかも。

「そ、それに三十代の体を二十六歳の男性に見せるのは、ちょっと勇気がいるっていうか……」

「あのさ！」

　いつまでも決心がつかず、ウジウジしている私に業を煮やした理玖は、不機嫌そうな表情を浮かべて私の言葉を遮った。

　あ……もしかして、ちょっと怒ってる……？

　恐る恐る見つめ返すと、一呼吸置いた彼は、優しく諭すように話しだした。

「俺は結奈がいいの。結奈だから結婚したの。だから、そういうことを言わないでよ。私なんか、じゃない。私とだからしたんだって思ってくれない？」

「う……」

　いつまでも後ろ向きな私に、はっきりと言い切ってくれる彼は男らしい。実際、六歳の年齢差など感じないほどに頼りがいがあるし、私のことを引っ張っていってくれる。

　けれど、理玖が魅力的な男性であればあるほど、私の自信はなくなっていくのだ。

　本当に私でいいの？　と思わざるを得ない。

「こんなんじゃ、いつまでも結奈とちゃんとした夫婦になれないじゃん」

「そう……だよね」

「いつまで我慢すればいいの？　ずーっとお預けされてるんだけど」

　私たちの距離がぐっと縮まって、理玖の顔が近づく。

　毛穴ひとつないツルツルのお肌が綺麗で、キリッと凛々しい眉にある奥二重の目が私をまっすぐ見据えてくる。どの角度から見ても美しい鼻梁に、思わず見つめてしまうような形のいい唇。それらがバランスよく配置されている顔は、照れて直視できないほど格好いい。

　きっと彼は自分が整った顔立ちをしていて、数々の女性を一瞬で魅了するほどの力を持っていることを理解しているはず。だけど、誰にでも愛想を振りまくのではなく、私だけにしか興味ないという態度を徹底している。

　絶対的な揺るがない自信を持っていて、それが潔くて彼の男らしさに繋がっていた。

「だけど……」

「そろそろ黙ろうか」

　いつもとろけてしまいそうなほど甘い眼差しを向けてくれるのに、一瞬で瞳の強さが変わった。もうこれ以上不毛なやり取りはいらない、と言わんばかりの視線に言葉を吞み込む。

「もう限界。俺、十八のときから、ずっと結奈が欲しかったんだから」

「そ……なの？」

　ギシッとベッドが揺れて、私たちの距離がより一層縮まる。息が止まりそうなほど、理玖が近くなって、胸の鼓動が速くなった。

「そうだよ。知ってるくせに」

「あ……っ」

　視界がぐるりと揺れて、天井を背景にした理玖の姿が見えた。一瞬の隙をついて、彼は私のことを押し倒したのだ。

　ど、どうしよう……本格的に逃げられなくなってしまった。

　本当にいいの？

　そんなことばかり考えていたけれど、もう考える余裕さえ与えてもらえそうにない状況になってきた。

「新堂……くん……」

「大好きだよ」

　そう囁かれた瞬間、体の芯からぶわっと一気に熱くなる。

「ずっと、俺が好きだったこと、知ってるでしょ」

　私と理玖の出会いは、八年前。高校生の理玖と、高校教師の私。

　私たちは元教師と元教え子なのだ。

　お見合いで再会して、私たちはあれよあれよという間に結婚することになった。

「だから、今日はもう観念して。俺たち、夫婦になったんだから」

　あああ、もう無理だ。こんなの、拒めない。

　私、今から元生徒に抱かれます……！
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　遡ること、八年前。

　私は大学を卒業し、母校の私立女子高に就職が決まっていた。教員になるのが昔からの夢で、晴れて希望の学校が就職先になり喜んでいたのだが──

「はぁ…………」

　思いっきり息を吸い込んで、大きなため息をついた。

　どうして今更就職先が変わってしまうの？　こんなのひどい！

　最初は母校の女子校──紅東高校に就職の予定だった。しかし先週、急に採用担当から電話があり、姉妹校の男子校の蒼北高校に勤務してほしいとお願いされてしまったのだ。

　男子校ですって？

　そんなの、絶対にムリ！

　そう思ったけれど、もし無理なのであれば、今回の内定はなかったことになりますとまで言われてしまった。

　就職が取り消されるなんて、もっと困る。奨学金制度を利用して大学に行っていたし、四月から返済が始まる予定だ。無職になってしまったら、収入がゼロで路頭に迷う上に返済ができなくなる。

　就職難民になりたくもないし、ここは我慢するしかないと先方の申し出を呑み込んだ。

　こんなギリギリのタイミングで言ってくるなんて、本当に極悪非道だ。恨めしい。

　とはいえ、この学校は私立高校ということもあり、とても給料や福利厚生がいい。いつもなかなか求人が出ないし、今回新卒採用枠が募集されたのも四年ぶりだという。

　だから簡単に手放せない。姉妹校の異動はあると聞いているので、数年男子校で働いたあと、女子校に異動になる可能性もある。

「なるように、なるよね……」

　弱気な声で呟き、自分に言い聞かせる。

　そもそも、女子校出身なので、男性に慣れていないのに、今日から働くのが男子校だなんて。生徒は男しかいない環境だ。

　あああ、男の子にどう接すればいいの？　何を話せばいい？

　考えても考えても答えが出ない。頭を抱えていると、遠くのほうから若い男女の声が聞こえてきた。

「ねえ、理玖。待ってよ」

「………………うるせーな」

「ねえってば！」

　声のするほうに視線を向けると、この蒼北高校の制服を着た男子生徒と、紅東高校の制服を着た女子生徒が校門に向かって歩いてきた。

　整った顔立ちの男子生徒は背が高く、制服をセンスよくおしゃれに着崩している。一緒にいる女子生徒も、少し派手めでギャルっぽい。

　わああ、いきなりキャラ強そうな子たちが来た！

　ふたりに見つからないように急いで隠れて、陰からやり取りを見てみる。女子生徒が男子生徒を追いかけて、彼の制服の裾を引っ張って足止めさせた。

「ねえ、理玖。なんでそんなに冷たくするの？　私のこと、嫌いなの？」

「嫌いも好きもないって」

「何なの、それ！　エッチしたくせに、ひどい！」

　エッ……チ!?

　今、エッチって言った？

　ええええーっ、この子たち、性行為してるの？　まだ高校生なのに？

　でも、そうだよね。私が高校生のときも、進んでいる子はしてるって聞いていた。だからすごく特別なことではないと思うものの、実際こうやって目の当たりにすると衝撃を受けている自分がいる。

「うるせぇな。最初から付き合わないって言っただろ。それでもいいって納得してしたんじゃねぇのかよ。一回したからって彼女面すんな」

　なかなかパンチのある言葉が飛び交っていて、ショックで眩暈を起こしそうになった。朝から内容がハードすぎるんですけど。

「ひどいよ！」

　女子生徒のほうは顔を両手で覆って、「うわああん」と泣き出した。

　ただの痴話げんかなら、そっと終わるまで見守っていようと思っていたけど、どうもそうはならなさそうな事態に、気が気でなくなる。

　このまま放っておけない。ふたりの揉めごとを何とかしなくちゃ。

「あの！」

　呆れて怒っている男子生徒と、号泣している女子生徒の前に現れた見知らぬスーツ姿の女。部外者が現れたことに、男子生徒は怪訝そうな表情でこちらを見てきた。

　わ、わわ。この子、すごく格好いい。

　遠目から見ていると気づかなかったが、男子生徒の顔を間近で見て驚いた。

　完璧な配置で並んでいる端正な顔、可愛いと格好いいがいいバランスで融合していて、十代らしい爽やかな青年だ。

　アイドルや俳優と言われても納得できる容姿に目を奪われて、しばらく見惚れてしまった。

「……何？」

　明らかに面倒臭そうな態度を取られて怯みそうになるけど、ここまで来て引くに引けない。ぐっと堪えて話し出す。

「登校時間は過ぎています。もう教室にいないといけない時間ですよね。ここでおしゃべりしている場合じゃないですよ」

　今日の私は、学校側の指示で生徒たちの登校時刻より少しあとに来るように伝えられていた。本来なら教師たちが校門前に立って、生徒たちの登校の様子を見守るのだが、その時間は終了している。校門の横にある関係者用通用口からしか出入りできないようになっているので彼は完全に遅刻だ。

「それにあなたも。ここの生徒じゃないのに、敷地内に入ってはいけません」

　男子生徒を追いかけて、女子生徒も通用口を突破しようとしていたので注意する。すると涙を流している彼女は私のことを睨みつけた。

　早く教室に向かわないと朝のホームルームに間に合わなくなるし、学校のルールとして遅刻は厳禁。そこはきっちり叱らないといけないところだ。

　そして、もうひとつ。

「確かに君の言うとおり、彼女は付き合わなくてもいいから、体の関係を持ってほしいとお願いしたのかもしれない。割り切った関係でと提案されていたにもかかわらず、恋人のような振る舞いをされたら鬱陶しいかもしれない。だけど、言い方ってものがあるよね？」

「は？」

　急に現れた人物に注意をされて、男子生徒は明らかに不機嫌な声を出す。当事者じゃないのに会話に入ってこられたら、怒りたくもなるだろう。

　分かるけど、私はこの女子生徒が気の毒で放っておけない。

　きっと彼のことが好きなのだ。

　好きだから、体の関係だけでもいいから近づきたいと思ったに違いない。やり方は間違っているけれど、気持ちに偽りはないはず。だから、そんな健気な恋心を残酷な言葉で傷つけないであげてほしい。

「もう少し彼女に優しい言葉をかけてあげてくれない？　さすがに傷つくよ」

「何なの、あんた。関係ないだろ」

「関係ないけど、彼女が可哀想で見てられない」

　怒っている彼は私のことを上から見下ろしてくる。見れば見るほど整った顔立ちをしていて、その顔が近づいてくるから動揺する。

　どこかあどけなくて可愛い雰囲気もあるのに、男っぽさもあって、若いのにとても魅力的だ。

　だからこの女子生徒は惚れて、リスクを覚悟しながら身を捧げたのだろう。

　長身で、成人男性と変わらない体格をしている男子生徒に怯みそうになるものの、ぐっと耐えた。

「はぁ、だる」

　大きなため息をついて、男子生徒は通用口をくぐり、校舎へと歩き出した。相変わらず女子生徒は泣いたままで、かといってこの学校の生徒ではないから敷地内まで彼を追いかけるわけにもいかず……私と彼女は取り残されてしまった。

　だるって何なの？

　人が注意しているのに、それをだるいと言って無視した。性格わるっ！

「あんな奴、やめなさい！　もっとあなたを大切にしてくれる人がいるよ」

「うっさい、あんたには関係ないでしょ！」

　もう、マジ最悪！　と吐き捨てて泣きながら女子生徒は帰っていく。

　えええっ、女の子まで私のことをそんな扱いするんだ。味方になったつもりだったのに……。

　男子生徒と女子生徒と両方に邪険に扱われてショックを受けるものの、首を突っ込んだのは私だから、こちらに非がある。申し訳ない、と謝罪し、通用口をくぐって職員室へと向かった。

　はぁ……何だか疲れた。

　朝から散々な目に遭ったなと思いながらも、今日は出勤初日だ。気持ちを切り替えて、職員室で挨拶を済ませた。男子校とはいえ、教職員は女性も多いし、年齢の近い人もいそうだった。

　私の教育担当は、四十代後半の男性──松まつ本もと先生だと紹介された。彼は三年のＢクラスの副担任をしているそうで、私はそのクラスの補助をすることになった。

「このクラスは小学校からエスカレーター式で上がってきている生徒ばかりです。そのまま同列の大学に進学する予定なので、天あま野の先生にとってはやりやすいと思います」

「はい」

「僕は副担任なので、担任の補助がメインです。来年には天野先生も副担任になる可能性があるので、一年間、僕の仕事を見て覚えてもらえればと思います」

　そう説明を受けて、私たちは職員室を出てＢクラスの教室へ向かった。

　最新設備の整った私立高校なので、教室の扉の施錠なども教師の名札がカードキーになっていて、それで認証するようになっている。ハイテクだなと感心しながら、松本先生と教室に入っていく。

　担任がすでに教壇に立って生徒たちに話をしている。私と松本先生が入室すると、生徒たちの視線が私たちに集まった。

「今日から副担任の補助に入った天野先生です」

　担任の先生が紹介すると、生徒たちの視線が痛いほど突き刺さる。男性にこんなにジロジロと見られたことがないから、すごく居心地が悪い。

「天野結奈です。不慣れですが、一生懸命がんばりますので、どうぞよろしくお願いします」

　月並みな挨拶だけど、勇気を振り絞って声を出す。深く頭を下げてから顔を上げると、一番後ろの席の生徒と目が合った。

「あ……」

　さっきの校門で会った子だ。

　彼は、何でお前がここにいるんだよ、と顔に書いてある不服そうな表情で私を見つめていた。




　──そう、これが、私と理玖の出会いだった。




　そんなことを思い出しているうちに、理玖は私の首筋に顔を寄せて、肌に唇を押し付けた。何度も何度もキスをして肌を吸い、味わうように触れていく。

「わ……たしのこと、全然気に入ってなかったじゃない。鬱陶しいと思っていたんじゃないの……？」

　理玖は私のことを十八歳のときから欲しいと思っていたと言った。だけど、最初の出会いは最悪だったじゃない。女の子を泣かせている場面に出くわし、私は初対面ながら理玖に説教をした。面倒くさい奴だと思われていたはず。

「最初はね。正直、なんだこの女って思った。だけど、俺に面と向かって文句を言ってくる大人は、結奈だけだった」

　理玖のいたクラスは、小学校からエスカレーター式で来た生徒ばかりで、どの親も大企業御曹司や医者の息子、政治家の子や、芸能人の子など、錚々たる面子だった。そんな中でも、トップに君臨していたのが明治時代から続く大手製造会社──ＳＨＩＮＤＯホールディングスの創設一家の御曹司、新堂理玖なのだ。

　理玖の親は学校に莫大な寄付をしているとの噂だったし、理事長をはじめ、理玖には頭が上がらない様子だった。だから、理玖が何か問題を起こそうと、教師たちは見て見ぬふりをしていた。

「言いなりの大人たちに辟易としていたんだよ。そんな中、結奈だけは違った。俺に正面からぶつかってくれたでしょ」

「あっ……」

　理玖が服の上から優しく胸に触れた。大きな手のひらに包まれて、体がビクンと揺れた。

　昔のことを語りながらするようなことではないと思うのに、彼の行動を止められない。

　初日の女性の扱いへの注意しかり、そのあとも、私は彼の問題行動を逐一注意していた。松本先生からは「新堂に余計な刺激を与えないでください」と警告をうけたこともあったが、問題があるのに何も指摘しないのはおかしい、と彼に直接話をしにいっていた。

　遅刻して授業に遅れてくるだとか、学校行事をさぼるだとか。

　どんな些細なことでも、彼と話をして直すように働きかけたのだ。

「そういうのが、嬉しかった」

　彼も思い出しているようで、回想しながら嬉しそうに微笑んでいる。その表情を見ていると温かい気持ちになるものの、彼の手の動きは穏やかではない。

「あっ、新堂く……待って」

　理玖の手が胸を揉みしだく。形を確かめるように柔らかく揉んでいたが、その動きがだんだんいやらしくなってきた。ここに何かいるよね？　と確かめるように頂の場所を指先で擽っては、反応を楽しんでいる。

「だから俺、結奈に出会ってからいい子になったでしょ？」

　理玖は片方の口角を上げ、そんなふうに笑う。

　布越しに胸の先を弄られていくうち、そこがどんどん硬くなっていくのが分かる。しこっていくと余計に敏感に刺激を感じとって、じわじわと快感が全身に広がっていった。

　されるがままになっていていいか悩んでいるうちに、彼の手が背中に回って服の上からブラジャーのホックを外した。

「あっ、ちょ……っ」

　服の中で下着が外れてしまって変な感じだ。締め付けていたものがなくなって、すごく頼りない布が胸のあたりでゴワつく。

「結奈ことが好きだから、ちゃんと真面目になったんじゃん。ああ、あの頃の結奈も可愛かったなぁ」

　そう言って、彼の手が服の中に入ってきた。大きくて男らしい彼の手が私の肌をなぞって、少しずつ上に上がる。ブラジャーより下に滑り込んだ手は下から持ち上げるように乳房を包み込んだ。

「んっ……。かわいく……なんか、ない、よ……」

「可愛いよ。結奈、生徒からすごく人気だったんだから」

　さっきの話の続きが始まる。

　出会って間もないときは、理玖にとって鬱陶しい存在だった私だったが、彼の面倒をみているうち、次第に理玖に慕われていった。

　私がいるから、ちゃんと授業に出るようになり、遅刻しないようになって、出席日数も心配しなくてよくなった。それから勉強にも真剣に取り組んで、このままエスカレーター式で大学に行くのではなく、更にレベルの高い大学でやりたい勉強をするために受験をするまでになった。

　私は彼の両親から感謝され、理事長をはじめ、同僚の先生たちにも褒め称えられた。

　私としては、教師としてやるべきことをやっただけで、理玖だけ特別扱いをたわけではないのだけど……理玖は生まれ変わったかのようにいい生徒になった。

「でもさ、卒業式の日に好きって告白したのに、結奈は本気にしてくれなかったよね。あれ、すごくショックだった」

　さっきまでの嬉しそうな様子から打って変わって、突然彼の表情に影ができる。

　そう。

　卒業式のあと、彼に呼び止められて、いつになく真剣な眼差しをした理玖から告白をされた。

　──先生、好きです。俺と付き合ってください。

　卒業生の胸飾りをつけた理玖は、卒業証書を持ったまま私に告白をしてきた。いつもの明るい理玖ではなく、緊張した面持ちで見つめられて、これは本気なんだと伝わってきた。

　しかし生徒からの気持ちを受け入れるなど、教師としてできないので断った。

「でも結奈は即答で断ったよね。〝新堂くんなら、もっといい子がいるよ～〟なんて、笑顔で言うんだもん。すごく傷ついた」

「だって、そう思うでしょ。学校の先生を好きになるなんて、熱病みたいなものだもの。卒業したら、その熱は冷めるものよ」

　他の生徒から想いを寄せられたこともあったが、みんな、一時の気の迷いだ。学校という枠ぐみの中からいなくなったら、忘れてしまうようなもの。先生と生徒という禁断の関係に憧れているだけなのだ。

「でも、俺は冷めなかった」

　理玖は胸を揉みしだきながら、胸の先を指先で擦り始めた。

「お見合い相手になって、結奈と結婚するまで諦めてなかった。ごめんね、俺、一途なんだ」

「……っ、しんどぉ……くん……っ」

　服の中で彼の手がモゾモゾと動く。両手とも服の中に入ってきて、胸の先を弄られて逃げられない。くにくにと優しく摘ままれると、何度も腰が揺れてしまう。

「だから、覚悟して。八年分の愛情だから、めちゃくちゃ重いよ」

　服の中の手が動いて、服の裾がぐいっと一気に捲られる。彼の目の前に胸があらわになってしまった。

「や……っ、だめ！」

「ああ、全部見えた。結奈のおっぱい、こんななんだ。想像していたより、大きくてエロいな」

　感想を述べられて、全身が沸騰したみたいに熱くなる。恥ずかしくて、どこかに隠れたい。

「やだ……っ、そんなに見ないで」

「嫌だよ。ずっと結奈の体が見たくてたまらなかったんだから、もっとよく見せて。……大丈夫、すごく綺麗だよ。これからはずっと俺しか見ないんだから、恥ずかしがらないで」

　服を捲られたままの状態で、じっと熱い視線を向けられる。胸の形や、先の色まで食い入るように見つめられた。

「結奈が俺だけのものになったなんて、本当に嬉しい。ありがとう、俺と結婚してくれて」

　それはこっちの台詞だよ。

　理玖は家柄がよく容姿もいい上に、自身で会社を経営していてとても有能な人だ。引く手あまただと聞くし、理玖と付き合いたい、結婚したいと望んでいる女性はたくさんいるはず。

　こんな私にずっと想いを寄せてくれていたなんて、感謝を伝えないといけないのはこっちのほうだ。

「もう俺の奥さんなんだから、恥ずかしがるの禁止ね」

「あっ──」

　首の下にもたついていた服を一気に脱がされて、上半身裸になってしまった。そして彼は私の手首をベッドに押し付けて固定して、胸の先を舐め始める。

「ああっ！」

　私が恥ずかしがることを想定していたのか、彼は逃げられないようにして愛撫する。彼の生暖かい舌が先端を捉え、舌先で転がした。小さな尖りを刺激されるたび、私は甘い声を上げて啼く。

「あっ、ああ……っ、や……あ」

　久しぶりだから、刺激が強い。想像以上に感じてしまい、自分自身に驚いた。

　体をくねらせて何とか抵抗しようとするものの、それを舌戯によって阻まれる。耳を塞ぎたくなるような音をたてながら、彼は私の胸を舐め続けた。

　左が終わったら、右へ移動し、そしてもう一度左へ戻る。何度か繰り返されるたび、濡れた先端が硬くしこっていく。

　丹念に舐める彼の様子を見たら、余計に興奮してしまい、直視してはいけないと目を逸らした。

　再会してから、ずっと好きだったと一貫して愛情表現されてきた。だから、彼の気持ちは分かっていたはずだったのに、こうして愛撫されていると余計に伝わってきて喜びが満ち溢れる。

　理玖に求められていると実感して、湧き上がる喜びが快感と重なって強く押し寄せてくる。

「喘いでる結奈、すごく可愛い」

　咄嗟に口を結んで声を抑えようとするものの、彼が舐めるとまた声が漏れる。そうしているうちに、理玖は私のスカートの裾を捲り、太ももに触れ始めた。

「あっ、だめ……」

　柔らかい生地のスカートは、はらりと捲れ上がり、太ももをあらわにする。ストッキング越しに触れられるとゾクゾクと体が戦慄いた。

「ん……っ、ぁ」

「あの当時、結奈はいつもスカート穿いていたけど、あれ、絶対よくなかったよね。男子はいやらしい目で見ていたから」

「ああっ、ああ」

　──先生の服、妙にエロいんだよね。やめたほうがいいと思う。

　昔、そう言われて初めて気が付いた。なるべく体のラインを拾わない服装を選んでいたつもりだったけれど、私の格好は、男子がよからぬことを連想していると言われハッとした。

　年頃の男子は、多感だ。男子校は女性があまりいない環境なので、特に注意せねばならない。だからすぐにパンツスタイルに変えた。

「みーんな結奈とこういうことしたいと思ってたんだよ」

「ひゃ……あっ」

　心ゆくまで太ももや尻を撫でたくるつもりなのか、滑りのいいストッキングの上を指先が何度も走っていく。執拗なほど撫でられていると、そのたびに声が漏れていく。

「だけどさ、結奈とこんなことできるのは、旦那の俺だけだから。嬉しい」

　優越感に浸るような恍惚とした視線を向けられる。

　私を独占したことを悦びながら、理玖はストッキングを脱がせるとショーツのクロッチ部分に触れた。布越しに触れられただけなのに、私の体は激しく反応する。

「あー……、どうしたの。こんなになって」

　ぐりぐりと指でなぞられ、そこが湿っていることに気がつく。恥ずかしいと逃げ腰だったのに、そこは素直に反応していることが見つかってしまった。

「そ……んな、っや、ぁ……」

　そんなの、気のせいだから。だから、じっと見ないでほしい。

　ダメだと思いながら、理玖に触れられて興奮しているなんて知られたくない。はしたない女性だと思われてがっかりされたかもしれない。

　貞淑ぶって大人のふりをしていたのに、隠しきれなかったと目に涙を浮かべた。

「どうして悲しそうな顔をするの？　俺、すごく嬉しいよ」

「え……？」

「結奈が反応してくれて、喜んでいるんだよ」

　彼の指が布の上でくるくると動く。そのたびにこれから先を予感させる、さざ波のような小さな快感が押し寄せてくる。その波がどんどん大きくなっていくようで、期待で体がざわめく。

「ほ、んと……？」

　元生徒に対して欲情して情けないとか思ってない？

　そう心配になって彼のほうを見ると、甘い眼差しで見つめ返される。私が心配しているようなことは、全く考えていなさそうなとろけた表情をしていた。

「だって……ほら。濡れているほうが、痛くないし、気持ちいいでしょ？」

「あっ──」

　クロッチの横から彼の指が滑り込んでくる。ぬるん、と蜜を指に絡め、表面をなぞるように動いた。

「ああっ、ぁ……あんっ」

「どう？　痛くないでしょ？」

　ああ、もう、どちらが年上か分からない。

　私のほうが六歳年上なのに、一から教えられるみたいに優しく話しかけられている。

「大丈夫そう？」

「うん。いたく、ない……」

「よかった。ゆっくりするから、安心して。結奈のこと、絶対に傷つけないから」

　言葉のとおり、理玖は優しく丁寧に指を動かす。蜜の溢れてくる場所をくすぐったあと、少し上へ移動する。そして敏感な場所を見つけると、そこを指の腹で撫で始めた。

「あっ、ああ……っ、そこ……！」

　そこに触れられると、ビクビクと大きく体が跳ねる。こういう感覚が久しぶりすぎて、どうしていいか分からなくて困惑してしまう。

「っん、待っ、て……。だめ……」

　自分でコントロールできないような感じが襲ってきて、急に怖くなってくる。このままされ続けていいのか分からず彼の手を掴んだ。

「大丈夫だよ」

「でも……っ、これ以上……したら……ぁっ、変になりそ……で……」

「変になってもいい。気持ちよくなるだけだから」

　理玖は不安でいっぱいになっている私を見て、宥めるように口づけをする。

　ああ、もうこのキスもズルい。

　よしよし、と可愛がるみたいなキスに絆されて、だんだん力が抜けて抵抗できなくなっていった。

「あ……あぁ……っ、あぁん……っ！」

　そこを弄られると、すごく気持ちいい。

　腰が勝手にヒクヒクと動いて、体がどんどん熱くなってくる。

　口づけに溶かされている間も、彼の指は動き続けた。蕾を弄ったあと、蜜口に指を挿入して蜜をかき回す。どの動きも優しくて気持ちよくて、頭が朦朧としてくる。

　強張っていた体の力が少しずつ抜け、快感だけに身を委ね始めた。

「結奈、好きだよ」

　理玖は熱い眼差しで私を見つめながら、愛の言葉を囁く。

　今まで私が見てきた彼からは想像もつかないくらいの甘い表情で、あまりにも素敵すぎて溶かされていく。

　私──このまま全部預けていい？

　理性を手放して、何も考えずに理玖に全てを捧げてもいい？

　元生徒とはいえ、今は旦那だ。

　結婚を決めたときから、心の片隅でこうなることは覚悟していたし、いずれは彼のものになると思って夫婦になった。だけど実際目の当たりにしたら、彼の本気度が高くて抵抗力ゼロになってしまう。

「あ、ああ……っ、しんど……くん……っ」

　いつの間にか、ショーツを脱がされて指の動きが激しくなってきた。荒い動きではなく、奥のいい場所に振動を送るような動きで、続けられていると快感が押し寄せてくる。

「気持ちいい場所、ここでしょ？　ほら……いっぱい出てくる」

　指が動くたび、ぐじゅぐじゅと果物を潰したような淫猥な音が鳴り響く。溢れてやまない蜜はシーツにまで広がって、どうしようもないほど汚してしまっているだろう。

「も……ダメ……っ、ほんと……に、あああっ」

「イッていいよ。俺が見ていてあげるから」

　枕に頭を押し付けて、首を何度も振る。もう限界だと訴えても止めてもらえず、快楽がひたすら襲ってきた。

「ああっ、やぁ……っ、だめだめ……もう……あああっ、あ──」

　息ができないほど押し上げられたと思ったら、一瞬で頭が真っ白になった。

　中を蹂躙していた指を抜かれ、その感覚にまで快感を拾う。ビクンと体が震えて、何もなくなった喪失感でヒクヒクと中が疼いた。

　こんなの……初めて。これって、達したってこと……？

　初めての感覚に戸惑う。味わったことのない強烈な快楽に驚きながらも、まだ気持ちよさでぼんやりとしている。

「結奈の反応、すごく可愛い」

　理玖は私を見つめ、余裕を感じる笑みを浮かべた。

　慣れていないのは私だけ……だよね？

　こうやって男性と肌を合わせるのは、十年ぶりぐらいだ。恋人ができてもすぐに別れることになって、深い仲になる前に終わってしまっていた。

　理玖より年上で大人なはずなのに、不慣れで情けない。

「ごめんなさい。私……こういうの、久しぶりで……。可愛いとか、そういうのもよく分からない」

「そうなの？」

　目を逸らして、小さく頷く。

「新堂くんみたいに慣れてなくてごめん」

　在学中も他校の女の子から人気で、学園祭や体育祭など、イベントのときには彼の周りには女の子が群がっていた。彼はつれない態度だったけれど、それでも構わないと周囲は色めき立っていた。

　だから、卒業したあとも、きっと女性に不自由はしていなかっただろう。

「俺、結奈が思っているような感じじゃないけど」

　理玖は不機嫌そうな表情を浮かべて私を見つめてきた。

「新堂くんはモテるじゃない。私みたいにずっと浮いた話がない人ではないよね」

「本当に好きな人としか付き合いたくなかったから、ずっと恋人はいなかった。結奈とじゃないと嫌だから」

　まっすぐ私を見つめて、そう言い切る。

　嘘じゃない？　と疑う気持ちより、そう言われて嬉しく感じる気持ちが一瞬で上回った。

「そ……なの？」

「そうだよ。俺、結奈が好きって告白したでしょ。それからずっと好きだったんだよ」

　ああ、もう。

　そんなふうに言ってくれて、すごく嬉しい。

　嘘だったとしても、こうやって真剣な表情で情熱的な言葉をかけられたら、心の奥底から信用してとろけてしまう。騙されてもいい。理玖になら。

「だから、俺も同じ。久しぶりだよ」

「うん」

　お互い同じ状況なのだから、心配しなくていいと宥められる。素直に頷いて彼のほうを見ると、にこっと微笑んでからキスをされた。

「俺のほうが経験豊富なんじゃないかって心配してたの？　ちょっとヤキモチやいた？」

「う……」

　理玖が他の女性と仲良くしているところを想像したら、心がモヤモヤするけど。それは嫉妬になるの？

「そんな、こと……ない、けど……」

「本当？　結奈のこと、ずっと好きだったよって言いながら、他の女の子とセックスしてたら、嫌な気持ちにならない？」

「それは……」

「俺は絶対に嫌だ。結奈が他の男とセックスするところを想像したら、正気じゃいられなくなる」

　そう言った彼の顔はゾクッとするほど冷たい。もしそんなことになったら、全力で阻止するといわんばかりの冷酷な瞳で私を見据えた。

「冗談だよ。……それくらい、好きってこと」

　一瞬垣間見えた冷徹な一面を隠すように、すぐ優しい表情に変わった。笑顔でかき消されたけれど、あれは本気なのではと思ってしまうものだった。

　でも、そんな心配はいらない。今までそういうことは起きなかったもの。

「おしゃべりはここまでにしよう。ほら……力抜いて」

　頬や首に口づけをされて、そろそろ次のステップに進もうと提案される。じゃれ合うような戯れが続いて、私をリラックスさせたら、理玖は服を脱いで体勢を整え始めた。

「あ……」

　目の前に現れた裸の彼は、想像していたよりも筋肉質で男らしい体をしている。胸にもお腹にも筋肉があって、引き締まっている。その体を見ていると、胸が大きく高鳴った。

　ああ、もう。どこも全部格好いいなんてズルいよ。非の打ちどころがないじゃない。

「結奈、脚を開いて」

　促されるように力を抜くと、太ももの間に彼の体が入ってきた。そして秘部に理玖のものが宛がわれ、入り口を探り出す。

　ぬるぬるの場所に、彼の鈴口があたる。すぐそこに彼の昂ぶりを感じて、一気に緊張が走る。

「先に言っておくけど……避妊はしないけど大丈夫だよね？」

「え……？」

　今、私の中に入ろうとしている彼は、被膜がない状態──つまり、何もつけていない。婚前の行為なら、避妊するのが当然なのだが、私たちは夫婦。

　避妊せずにセックスをしても問題のない関係だ。

「で、でも……今日は、まだ初めてだし……避妊したほうが……」

「夫婦なのにゴムするの？　俺、結奈とナマでしたい」

　お願い、とおねだりする彼の瞳に見つめられて、強く拒否できなくなる。

「ね？　お願い。俺たち夫婦でしょ？」

「う……」

　どうしよう、と心が揺れる。

　決して理玖と避妊せずにセックスすることが嫌なんじゃない。だけど、もし子供ができたら……と思うと、理玖にとって重荷にならないだろうか。それだけが心配。

「結奈、子ども好きって言ってたじゃん。欲しいでしょ？　子ども」

　それは、そうなんだけど……。

　理玖は後悔しない？

　理玖のほうが私より若いし、まだ子どもが欲しくないとか思っていないだろうか。できてから後悔しても後戻りできない。

　それに私、経験が少なくて、避妊せずにするのも初めてだから余計に戸惑う。

「それとも、俺との子どもができるの、嫌？」

「や……じゃ、ない……けど……。新堂くんはいいの？」

「もちろん。結奈との子ども、すごく欲しい。心配しなくて大丈夫だよ。俺も一緒に全部背負うから」

　理玖は私の不安を払拭する力強い言葉をくれる。一人じゃない、夫婦なんだから、全てふたりで分け合おうと。

「……ね？　俺のこと信じてよ」

「うん……」

「俺たち、夫婦でしょ？」

　ああ、私ってちょろい女だなと呆れてしまうけど、理玖を信用すると伝えると、彼は嬉しそうに微笑んでたくさんキスをしてきた。じゃれ合うようなキスから、濃厚な口づけへと変化していくうち、彼は体勢を整えた。

「ゆっくりと息をして。リラックス」

「……う、うん」

　言われるとおりに、大きく息を吸って体の力を抜く。そうじゃないと、きっと彼を受け入れられないだろう。久しぶりの行為に緊張しながら、彼の体にしがみついた。

「いいよ。少しずつ入ってきた」

「あ……、っん……」

　じっくりと時間をかけながら、彼が私の中に入ってくる。じわじわと押し広げられていく感覚がして、苦しいけれど痛くはない。入ってくるたびに中がうねって、もっと奥まで来てほしいと体が訴えているような気がした。

「ああ、すごい。結奈の中、すごく気持ちいい」

　吐息交じりの理玖の声が、とても色っぽい。普段聞く声と全然違って、欲情していることが伝わってくる。甘い声色で囁かれると、お腹の奥がじんと熱くなった。

「もうすぐ全部入る」

「ああ……っ、ん……！」

　彼の肌が私にぴったりと密着して、中にある存在感が一気に増した。私でも分かるくらい、奥まで彼が来て全てを満たしている。

「入った。……痛くない？」

「うん……大丈夫」

「よかった」

　理玖と繋がっちゃった……。その感動で彼の胸に顔を埋めていると、彼は私の頭を優しく撫でてきた。

　しばらく何も動かずにいてくれたのは、私の体になじませるためだと思う。いきなり動いたら、負担をかけるだろうと彼なりの配慮だと感じた。そのおかげで、痛みもなく彼の大きさに慣れていけたから、何もせずとも彼の体温が移ってきて挿入していても平気になってきた。

「はぁ……まだ信じられない」

「え……？」

「結奈とこうしているなんて、夢みたいだ」

　ずっと想いを寄せていた相手と体を重ねることできて、本当に嬉しく思っていると言う。幸せそうに笑う理玖の表情を見ていると、こちらも喜びが大きくなる。

「うん」

　私も……理玖のことを好意的に思っていなかったら、結婚なんてしていない。だから、こうやって一つになれて、私も嬉しい。

　ふたりで喜びあって、顔を近づけて微笑み合う。幸せに満ちた時間を満喫したあと、彼はゆっくりと体を動かし始めた。

「……っ、あ……ぁっ」

　彼のものが私の内側を強く刺激しだす。蜜道の感覚をじっくりと味わうように抜き差しされて、そのたびに全身に快感が広がってくる。

「待っ、て……新堂くん……ああっ」

　抜けるギリギリまで引き抜かれたと思ったら、もう一度最奥まで挿し込まれる。ぐぐっと根本まで収められて、彼の先が子宮まで届いたら切ないほど中が疼く。気持ちいいと体が悦んで、蜜が溢れてやまない。

「待たないよ」

「ああっ」

　ゆっくりだった動きが、少しずつ加速し始める。彼に押し上げられるたび、全身が揺れる。私はその振動に耐えるため、枕を握って目を瞑っていた。

「結奈のここ、すごく濡れてる。エロい」

「や……っ！」

　理玖は挿入しているところを指で開いて、自身と繋がっているところを眺めだした。媚肉を広げて、蜜に濡れた屹立を見ている。

「やだ……ぁっ、見ないで」

「足、閉じないで。繋がってるところ、もっと見せて」

　膝頭に手を乗せて、彼は脚を閉じないように固定する。そして何度も抜き差しされ、屹立の先が内壁を擦りあげてくる。彼のものは動くたびに蜜をかき回していき、淫猥な音が部屋に鳴り響いた。

　その音が鳴るたびに羞恥心でいっぱいになるのに、快感が上回っていく。こんなふうに乱れるなんて、自分じゃないみたいで信じられない。

「結奈の中、すごく熱い。ゴムしてないから、すごく気持ちいい」

「あっ、ああんっ……あ、んん……！」

「はぁ……好き。結奈、好き……」

　吐息まじりの声で、何度も好きだと囁かれる。必死に冷静でいようとしているようだけど、腰を動かすたびに困惑した表情を浮かべてため息を漏らしている。

　気持ちよくて、どうしようと困っているみたい。コントロールできないと眉根を寄せている顔が愛おしく感じる。

　ああ、可愛いと母性をくすぐられるのだ。

「なんで、そんなにじっと見てるの？」

「あ……」

　理玖の表情の移り変わりを見ていることに気付かれてしまった。ばっちりと目が合って、理玖は怪しんだ様子で私を見つめる。

「なんだか余裕そう。もしかして、気持ちよくない？」

「そんなことない！」

　理玖が動くたび、全身に快感が広がって気持ちいい。でもそれ以上に彼の表情が可愛くて見惚れてしまうのだ。それを見逃したくなくて一生懸命目で追っていただけなのに、退屈をしていたのではと勘違いされてしまったようだ。

　何も考えられないくらい快感に溺れていないのだと感じた理玖は、体勢を変えるために私の体を起こした。座位と呼ばれる向かい合う体位になった。

「あ……っ、ん……！」

「結奈」

　好きだと態度に表すような口づけの嵐にクラクラする。唇、頬、首筋、鎖骨、彼の顔が動く範囲全部にキスをされながら、繋がった部分を揺さぶられる。今は激しい抽送じゃなく中をかき回すような動きで、中をぐちゃぐちゃにされている。

「結奈とセックスできるなんて、本当に夢のようなんだから。もっといっぱい感じて」

「ああぁ……ぁ、新堂くん……っ」

　理玖の首に手を回して、しがみつくように抱き着いた。彼のなめらかな肌と熱い体温を感じると、彼に抱かれていることをより実感した。

　体を揺さぶられるたび、彼との思い出がひとつずつ蘇ってくる。最悪だったお互いの印象、いつも彼を注意するたび鬱陶しそうな態度をとられていたこと、でも少しずつ彼が心を開いて私を受け入れ始めてからの言葉だったり、笑顔だったり。

　そうした私たちの思い出が溢れて、感情と快感が合わさって乱れ始める。

「ああっ、あん……！　も、ぉ……だめぇ……っ」

　嫌なんじゃない。このまま中を刺激され続けたら、おかしくなってしまいそう。だから緩めてほしいとお願いしたいのに、うまく表現できない。

　涙を浮かべた瞳で彼を見つめると、理玖はその様子に喜んだようで満足そうに微笑んだ。

「その顔、すごく可愛い」

　可愛いなんて言われる年齢じゃない。理玖の笑顔のほうが何十倍も可愛いし格好いい。そんな若くて魅力的なあなたに可愛いと称えられるとなんだか申し訳なくなる。

　そして止めてほしいとお願いしても、彼は言うことを聞かない。

「もっとそういう顔が見たい」

　理玖は口づけをしながら、繋がった場所をグラインドさせ始めた。上も下も犯すみたいにいやらしい動きで、私は涙を零しながら与えられる快楽に溺れていく。

「んっ、んぅ……ぁ、ん……んん！」

「あ、……っ、はぁ……」

　子宮の入り口に彼が何度もやってきて、ここに出したいと懇願するように押し付けられる。彼のものを離したくないと呼応しているように蜜道が締まる。

「もう無理。限界……出したい」

「やぁ……っ、待っ──あ！」

　彼に抱きしめられたら、そのまま彼の上に載せられる格好になった。女性上位になるなんて恥ずかしいと思っている暇もないうちに、彼は私の尻肉を掴んで固定すると下から高速で突き上げた。

「ああっ、あん……っ、あぁっ、あぁ……！」

　体のバランスがうまく取れなくて、私は彼の体の上から抱き着く体勢になる。理玖はそんなことを構うことなく、激しい抽送が続けていく。

「結奈、好き……。出すよ、ねぇ……中に出していい？」

　そんなこと……聞かないで。

　聞かれたら、理性をフル稼働して「だめ」って言おうとする。だけど、私の体はもうとっくに溶かされていて、早く欲しいとねだっている。

　クライマックスへと向かう激しい律動から逃げられなくて、昇っていく体を止められない。繋がった場所は燃えるように熱くて気持ちよくておかしくなりそう。

「ああ、もう。我慢できない。ねぇ……出るよ。もう、無理。出る、……っ」

　肌と肌のぶつかる音が激しくなる。無我夢中で求められるように穿たれて、屹立で蜜道を何度も擦られた。

　気持ちよすぎておかしくなる。容赦ない動きに翻弄されて、私は導かれるまま昇りだす。

「あ……ああっ、ああん！　あ、ああっ、ああ────」

「……っ、──」

　どこかに連れていかれる──。

　そんな感覚に襲われつつ、目の前の快感に抗えず彼の野性的な動きに身を預ける。

　今まで感じたことのない快感だった。激しく突き上げたあと、彼は最奥で全てを放つ。今まで我慢していたものを全て解放するかのように、勢いよくたくさん中に注いだ。

　荒々しい動きなのに、それすら気持ちよくて、私は恍惚としながら全てを受け止める。

　お……なか、熱い……。

　朦朧とした意識の中で、そんなことを考えていた。彼の肩に顔を乗せて、ぼんやりとしながら全部出し切られるのを待っていた。

　ビクビクと震える屹立から、とめどなく出てくる熱いものが中を満たす。

　ああ、いっぱい出てる……。

　そう実感できるほどに、ドクドクと注がれていた。

「今出したけど、このまま蓋をしておこうか」

「え……？」

　これで終わったと思っていたのに、彼はまだ終わるつもりはないらしい。挿入したまま体勢を変え、私を組み敷いて見下ろしてきた。

　恍惚とした眼差しの夫は、私の頬を撫でながら熱く見つめてくる。

「し、新堂くん……？」

「ごめんね。まだ全然満足していないんだ。八年分の欲求は、そう簡単には満たせない」

　出したばかりなのに、彼のものは全然疲れていない様子で大きさが変わらない。白濁と蜜で溢れかえった場所を再び掻き回しだす。

「あっ、ああ……やだ、ぁ……そんなの、んっ……」

　濃厚な蜜の混ざり合う音が鳴り響いて、彼が抜き差しするたびにベッドに溢れて零れる。

　初夜からこんなに激しいなんて聞いていない！　と怒りたくなるけれど、理玖の目を見ると完全に理性を失っている様子なので、何を言っても無駄だろうと諦めた。

　抜いてもらえず、更にかき混ぜられる蜜道は、どんどん快楽に溺れていく。続けば続くほど敏感になっていった。

　彼の貪欲さには驚かされる。私が反応ができないほど疲れ果てても、彼はまだ情熱的に求めてきた。

　ああ、身が持つかな……。

　遠くなる意識の中、そんなことを考えていた。







２ 嫉妬は底知れぬ執愛ゆえに








　入籍の三か月前。

　私たちのお見合いは、料亭で行われた。

　仲人からは、カジュアルなお見合いだから、気軽に参加してほしいと言われていたのに、蓋を開けたら想像を遥かに超える、本物のお見合いだった。

　赤坂にある創業七十年という高級料亭に呼ばれ、行ってみると驚くというよりも、すごすぎて若干引いていた。旅館のような立派な門構えで、一歩中に足を踏み入れると美しい日本庭園が広がる。

「こんなワンピースで来ちゃったじゃない。どうするの、私……！」

　友人の結婚式に参加するときに買った、セレモニーワンピースで来たのだが、このお店の外観からすると、絶対に着物で来たほうがよかった。

　場違いな気がして、泣きそうになる。

　お見合い写真もないし、現地で紹介するというものだったから、ここまで本格的なものだとは思わなかった。後悔してももう遅い。集合時刻はもうすぐだ。

　仲人の顔に泥を塗るわけにいかないから、ドタキャンなんてできない。無礼を承知で、このまま参加するしかない。

「これで断られたら、それはそれまでだよね」

　そう開き直って、お店の入り口に向かって歩き出す。

　今までずっと恋人ができず、このまま独身のままかもしれないと諦めていたんだから、このお見合いだってダメ元で参加したんだ。やるだけやるしかない。

　店の中に入ると、スタッフの方が個室へと案内してくれる。美しい日本家屋で木のいい香りがしている。長い廊下を進んで、一番奥の部屋に通された。

「失礼します」

　そう言って中に入ると、すぐに仲人と目が合った。

「ああ、天野先生、お待ちしていましたよ」

　五十代後半のマダムなのだが、彼女は見るからに高級そうな着物に身を包んでいた。

　最初の三年は男子校に勤めていたものの、そのあとは希望の女子校に異動することができた。その女子校のＰＴＡ会長の奥様こそ、今回のお見合いの仲人だ。

　ああ……やっぱり着物だよね……。

　不相応な格好をしてきたと申し訳なく思ったが、そんなことは全く気にしていない様子で、私が来たことを心底喜んで迎え入れてくれる。

「ささ、どうぞ、中へ。お相手はもうお待ちですよ」

「遅くなってすみません」

　約束の時間より少し早く来たつもりだったのに、先方のほうが早かったのか。

　部屋の中に入ると、大きなテーブルの向かいに座っている男性が見えた。彼は私が部屋に入ると、すぐに立ち上がり私を熱く見つめてきた。

「え……？」

　見覚えのある顔立ちだけど、記憶にある姿と少しだけ一致しなくて凝視する。

「お久しぶりです、天野先生。僕のこと、覚えていますか？」

「もしかして……新堂くん？」

　スーツ姿の男性は、元生徒の新堂理玖だった。あの頃は制服姿だったが、今はネイビーのスーツを素敵に着こなしている。

　彼の着ているスーツは、既製品では出せない高品質なもので、きっとフルオーダーで作られたものだと思う。こんな素人目でも一級品だと分かるくらい、質のいいものだ。

　高校時代より精悍な顔立ちになったし、髪型だってすっきりしていて大人の男性に変貌している。

　あの問題児だった新堂くんが、こんな素敵な男性になっているなんて夢にも思わなかった。

「って、あれ？　なんで新堂くんがここに？」

「天野先生。今日のお相手は、この方なんですよ。新堂理玖さんです。理玖さんからどうしてもってお願いされて、今日この場を設けさせていただきました」

「ええええっ！」

　仲人からの説明を聞いて、思わず声をあげてしまった。

　いやいやいや……っ、なんで？

　新堂くんは、元生徒だよ？　そんな人とお見合いだなんて、あり得ないでしょ。

　まあ、卒業して八年も経つし、絶対に無理だとは言わないけれど、それでも！

「いや、あの……新堂くんは、私の元生徒ですし」

「元でしょ？　今は社会人になっていらっしゃるので、関係ないでしょう？」

　困惑する私を気にせず、仲人の女性は笑顔で答える。

　でも……！

　新堂くんも、仲人も、私が否定の言葉を出すと、それを覆すような言葉を言う。在学中に付き合ったわけでもないのだし、新堂くんが成人し社会人になっているのだから問題ないと言い切られる。

　年齢差がと言うと、今はこんな年齢差は普通だとも。

「ご両親だって反対されますよ。元教師と結婚だなんて、世間体が──」

「それは大丈夫です。うちの両親、天野先生のこと、すごく気に入っていますから」

　それは、そうだった──

　彼が学生時代、問題児だった彼を更生させたことで、彼の両親からとても感謝されていた。好印象だった元教師と結婚したいと言う息子の申し出を快諾しているらしい。

　それに新堂くんの背後に見えたが、彼の両親も同席している。私のほうは両親を呼ばなくていいと言われていたのに、どうして……っ！

　あああ、何を言ってもダメだ。

　周りを固められていて、身動きが取れない状況に陥っていることに気付く。

「新堂くん、私、本気で結婚相手を探しているの。だから、からかわないでほしいんだ」

「からかっていません。俺も本気です」

　私は普通の結婚をして、子どもも欲しい。家庭を持ちながら仕事を続けて、定年退職をしたあとは、旦那さんと穏やかな老後を過ごすのが夢だ。生半可な気持ちで結婚して、離婚することになったら、人生設計が大きく変わる。

「大丈夫です、俺、絶対に離婚なんてしませんから」

　そう言い切られて、彼の持つ堂々とした自信に心を揺さぶられた。

　元生徒とお見合いなんて、絶対にあり得ないと思うのに、八年ぶりに見た彼が男らしく成長していて胸がざわめいて落ち着かない。

「天野先生──いや、結奈さん。俺のことを男性として見てください」

　二十六歳の魅力的な男性が、私と結婚をしたいと熱望してくれている。

　それだけを考えたら、今まで男性と縁がなかった私にとっては非常にありがたい状況だ。

「もし、俺と職場で出会っていなかったとしたら、きっと恋愛対象に入れてもらえていたんじゃないですか？」

「そ、それは……」

　確かに、そうだ。

　きっと飲み会や、友人の紹介で出会っていたなら、こんなに躊躇しなかったと思う。

　一人の男性としての魅力は感じるし、好印象を抱いていたのではないかと想像がつく。今は過去の関係が足枷になって踏み出せなくなっている。

「でも今から過去は変えられないし、元教師と元生徒という事実は消せない。だから今の俺を見てほしい。これから未来を向いて、今までとは全く違う関係を築いていきたいです」

　一貫として揺るがないストレートな言葉をくれて、警戒している気持ちがグラグラ揺れる。

　ダメだってば。絶対にダメ。

　そう言い聞かせるのに、それ以上に理玖の情熱が上回ってくる。彼の両親も同席していることから、邪険に扱うこともできず、とりあえず食事をすることになった。

　仲人に席にエスコートされ、料理を食べながらお見合いをしたのだが、大半が私への説得だった。向こうの両親も「ぜひ結婚してください」と乗り気だし、本人も結婚への固い意思を持っていて本気だと言って譲らない。

　仲人と理玖、理玖の両親の四人から話をされて、本気で望まれているのが分かった。それでも煮え切らない私は、一旦返事を保留にしたが、その後理玖からの猛プッシュが続き、一か月後には結納を済ませることとなった。
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「んっ……あぁ……っ、や……ぁあ、も……ダメ……」

　甘い声が上から降り注いでくる。

　少し鼻にかかったような可愛い声。そこ声を聞きたくて、執拗に責めてしまう。

「新堂……くん。お願い……もう、やめて」

「やだ。っていうか、結奈も新堂でしょ。いい加減、苗字で呼ぶのやめて」

　一緒に住むようになって、あっという間に一ヵ月が経った。自分でも自覚できるくらい浮かれていると思う。朝起きて夜寝るまで、結奈が傍にいる。

　それだけで気持ちが高揚して、幸せを噛みしめていた。

　今俺は、リビングに置いてあるソファの上で、結奈の脚を大きく開いて秘部を愛撫している。とろとろに溶けて熱くなったそこからは、とめどなく蜜が溢れてくるけど、それを零さないように舐め上げる。

「ほら、呼びなよ。旦那の名前、知ってるでしょ」

「ああっ、ん……ぅ……」

　呼ばないと、もっと責めるよ。

　言葉にしないけれど、挑発的な目線で彼女を見上げる。髪を乱しながら俺を見下ろす涙目の結奈を見ると、俺の興奮は更に高まった。

「り、く……もう、やめて」

「ん？　聞こえない」

　控えめな小さな声で呼ばれても満足できない。もっとしっかりと呼んでくれないと聞こえないと伝えるように、彼女の媚肉を舌で広げた。

「っ！　ああ、ああん……っ」

　媚肉を開くと敏感な蕾がある。そこを舌の先で擦ると、彼女は体を震わせて反応した。

　これ、好きなんだよね？　いつも「嫌だ」とか「やめて」と言う割に、ここを刺激すると喜ぶ。素直じゃないな、と小さく笑って弄り続けた。

「も……ぉ、三十分も、経つよ……。そろそろ、離して」

「やだ」

　まだ足りない。結奈のここが、俺の舌の感覚をしっかりと記憶するまでやめたくない。それに、これがメインじゃないから。まだこれは序章に過ぎないことを忘れてない？

「…………名前。呼ばないと、もっとするよ」

「うう……」

　結奈のほうを見ると、蕩けた虚ろな目で俺を見返してきた。その困ったような、どうしていいか分からなくなっている姿がすごくいい。俺はこの顔が見たくて、いつも身を尽くして愛しているのだ。

「理玖……もう、お願い……」

　これ以上したら、おかしくなっちゃう、と涙を浮かべる。

「じゃあ、そろそろ入れてあげるね」

「えっ──」

　驚いた表情になった結奈の上にかぶさるような体勢になり、俺は隠していた自身の欲望をさらけ出す。もちろん、そのまま、直接。

　結婚して夫婦になったのだから、避妊なんて絶対しない。

　俺たちは子どもも望んでいるし、いつ妊娠しても構わない状況にあるのだから。

「ああっ！」

　どろどろに熱くなっているそこは、一気に貫いても全く問題なかった。むしろきつく締め付けてきて悦んでいるくらいだ。ずぷ、と音をたてながら根本まで挿入すると、彼女の蕩けた蜜道が俺に纏わりついてきた。

「……ぁっ──」

　男が声を出すなんて格好悪いと思うのに、結奈の中に入ったら絶対に声が漏れてしまう。

　悔しいけど、今まで味わったことがないくらい気持ちいい。

　──結奈以外と何度か経験してきたのに、そんなことを全て忘れてしまうくらい結奈が最高だ。記憶が塗り替えられて、彼女だけに染まる。

　今までもそうだ。

　他の人を好きになろうとしてみても、絶対に無理だ。

　諦めようとすればするほど、彼女がいいと強く思うだけ。俺を全て包み込む優しい結奈を忘れられず、他の女性では代わりにならなかった。

「結奈、好きだよ」

　だから、たくさん愛したい。俺に出せる愛情を全て注ぎたい。俺なしでは生きていけないほど惚れさせて抜け出せなくさせたい。

　そのためには、まずできることをしなければ。

「結奈、ここ、気持ちいい？」

「ああっ！　……待っ、……あ、理玖！」

　ソファという不自由な場所に固定しながら、彼女の中を探るように動き出す。おそらくここが一番感じるだろうという場所を見つけると、屹立の先をそこに擦りつけるように動いた。

「あっ、だめ……っ、んんっ、そこ……や、ぁ……！」

　正解だったか。

　何度もそこを刺激すると、中が激しくうねり始めた。

「この調子じゃ、すぐにイキそうじゃん。結奈ってば、俺とセックスするまで何年もしていないって言ってたのに、もうこんなにイキやすくなったの？　エッチだなぁ」

「ちが……っ、ああ、あん……っ、ああぁっ」

　こうやって言葉で煽ると、もっと感じるんだよな。激しく動けば自分を追い込むことになるのに、それ以上に結奈の感じているところが見たくてやってしまう。

　細い腕を俺の首に巻き付け、彼女はとめどなく喘ぐ。時折、息がうまくできていないようで、声が途切れていた。

　そろそろ、かな。

　このままいけば、彼女は達するだろう。でもまだ終わらせたくなくて、俺は一旦動きを止めて頬を紅潮させる結奈を見下ろした。

「ねえ、もうイクつもり？　早くない？」

「……っ、……だっ、て……」

　そんなふうに言うけれど、そう仕向けているのはあなたじゃない、と不満を言いたげな困り顔が愛おしい。もう少し中にいさせてほしくて、俺はゆっくり腰をグラインドさせながら会話を続けた。

「先にイかれたら、寂しいんだけど」

「…………ご、めん……」

　息を途切れさせながら謝る結奈を見ていると、スローな動きなのに、気持ちよさが増してきた。そうさせているのは俺なのに、謝ってくれるなんていじらしい。何て可愛い人なんだろう。この人が俺の奥さんだなんて、本当にたまらない。

「悪いと思っているなら、ちょっと俺に付き合ってくれない？」

「え……？」

「まだしたことのない体位、したい」

「あっ──」

　結奈の体を回転させ、ソファの背もたれのほうに向ける。そして腰に手をあてて、ぐいっと尻を突き出す体勢に変えた。

「理玖……待って、っ、これ……」

　後背位に驚いた彼女は、咄嗟に体をひねろうとしたが、俺は構わず尻肉を広げて挿入した。

「ああっ、あぁん！」

「やば……深いな」

　いつもと角度が違うから、違った感覚が襲ってくる。そして背後から犯しているみたいで感情が高ぶった。

　──ああ、まずいな。

　この背徳感がゾクゾクする。長年想いを募らせていた女性を、思いのままに抱いていると実感できて、更なる性欲を掻き立てられる。

　さっきまでの理性が保てず、強く腰を振り始める。肌と肌がぶつかるたび、結合部から蜜が零れて淫猥な音が響き、俺たちが繋がっていることが実感できた。

「……っ、ああ！　ああっ、ぁあっ、りく……ぁっ、激し……ぃっ、ああぁ！」

　彼女の蜜道を貫くたび、今までに感じたことのない締め付けを感じた。彼女の膣が俺の全てを絞り出そうとしているようだった。それに呼応するように俺の中の欲望が高まって本能に支配されていく。

「……っ、く……。すごいよ、結奈の中。全部、持っていかれそう」

「や……ぁ、こんな……ああっ、壊れちゃ……ああっ」

　ものすごいスピードで中を穿つ。本当なら彼女の体を配慮してあげないといけないし、痛くないかと心配しないといけないのに、何も考えられなくなってしまうほどに貪る。

　息を荒らげて理性崩壊した俺は、余すことなく彼女の体を味わう。強く腰をつかみ、自身のほうに引き寄せる。そして最奥に突き刺して全てを放つ態勢に入った。

　無我夢中で結奈を貪る。

「ああっ、あああ、……ああっ！　……あっ。ん、ぁ──」

「結奈……好きだよ。……っ、ぁ」

「あぁぁ……っ、あ、んん……っ！」

「……出る。ぁっ…………！」

　昇っていくとき、頭がおかしくなりそうだった。

　好きで、好きで、どうしようもない人を求めて、俺は我を失っていた。





＊＊＊＊






　一緒に住むようになって、二か月が経ったある日。

　学校の敷地内を歩いていると、ひと際目立つ上下セットアップスーツを着た五十代の女性が目に入る。彼女は私を見つけると、嬉しそうに微笑みながら歩み寄ってきた。

「あ、天野先生──もとい、新堂先生。ごきげんよう」

「浅あさ沼ぬまさん、ご無沙汰しております」

　浅沼さんは、この学校のＰＴＡ会長のご婦人で、理玖と私のお見合いをセッティングしてくれたのもこの人だ。

　浅沼さんの旦那さんは新堂グループの重役で新堂家と深い関わりがあるらしい。

「新婚生活はどうですか？」

「はい。おかげさまで、新しい生活にも慣れてきました」

「そう、それはよかった。新堂さんのご子息さま、ずいぶん貴方を気に入っていらっしゃったので、大切にされているんじゃないですか？」

　浅沼さんの言葉で理玖との生活のワンシーンが頭に思い浮かぶ。

　朝は彼のキスで起こされ、朝食はすでに用意されている。その朝食も、ホテルで出てくるようなおしゃれなもので、大きなお皿にサラダとフルーツとスクランブルエッグとソーセージが並び、メインは焼き立てのベーグルだ。中に挟めるようにとクリームチーズや生ハム、サーモンなども用意されている完璧さ。

　そんな日もあれば、和食の日もあって、私を飽きさせないようにしてくれている。

　仕事に行く前はいってらっしゃいのキスをされ、数秒間熱い抱擁をされる。一生の別れみたいに惜しまれて家を出る。

　彼も私と同様に出勤するし、長い時間仕事をしているにもかかわらず、家事を積極的に取り組んでいる。私よりマメなのでは？　と思うくらい。

　そんな彼の姿を見て、「ああ、本当に大切されているんだな」と感じる。理玖も仕事をしているから大変なのに、こんなに色々してくれるのは、私を思ってくれているからだ。

　その気持ちが伝わってきて、じんわりと心が温かくなって幸せだなと実感するのだ。

「そう……ですね」

　浅沼さんの質問にどう答えていいか分からず、歯切れの悪い返事をしたが、それでも私が理玖に大事にされていると伝わったようで、彼女は嬉しそうに微笑んだ。

「ああ、いいわね。愛されて結婚するのが一番幸せですよ。羨ましい」

　とはいえ、浅沼さんも、旦那さんと仲が良くて、二人そろってＰＴＡの活動をされている。仲睦まじい二人を見ていると、こんな夫婦になれたらいいなと思うのだ。

　既婚者としての経験が長い浅沼さんだからこそ、私の小さな悩みを打ち明けてみる。

「でも、いつまで続くか分からないなって思うんです。相手は年下ですし、気持ちが変わってしまうかもしれません」

「まぁ、そんな心配していらっしゃるの？　そんなことはないですよ」

　浅沼さんは、そう言ってくれるけれど、過去に一度、彼の興味のない女の子への態度を目撃している。

　あの子は体だけの関係の女の子だったし、妻の私とは立場が違うけれど──。

　あの頃は若かったからと言われたら、それまでなのだが、いつあのような状況になるか分からないと思う。あの女の子と同じ立場になってしまうのではないかと心配になってしまう。

　だから、心のどこかで理玖に溺れてはいけないとブレーキをかけている。年甲斐もなく溺れるように惚れたら、いつか捨てられて立ち直れないほど傷ついてしまう気がしてならない。

　理玖のこと、信用していないわけじゃないんだけど……。

　要は自分が傷つくのが怖いのだ。

　いつ捨てられても大丈夫なように、その心づもりだけはしておこうと決めている。

「だって、あなたとどうしてもお見合いをしたいって熱望されていたのよ。だから、心配しなくて大丈夫よ」

「そうですね」

　これ以上ネガティブなことを言っては浅沼さんの気を害してしまうと思い、この話は切り上げることにした。そのあと、少しだけ話し、彼女とは別れた。




　──その日の放課後。

　今、夏休み前の個人懇談の時期で、私は教室で生徒と生徒の親と三者面談をしていた。

　現在私が受け持っているクラスは、二年生の特進クラスで、希望大学の推薦を受けられるよう皆必死で勉強に取り組んでいる。部活動よりも勉強がメインのクラスなので、真面目な生徒が多い。

　そして何よりも、女の子ばかりだから接しやすい。

　女の子はいいなぁ。何を話せばいいか悩まなくても自然に会話ができる。

　相変わらず男性に慣れていないから、男子校だと緊張するし対応に苦慮する。その点、私自身女子校出身だけあって、女子高生のノリは好きで対応がしやすい。

　大きな問題のある生徒もいないし、とてもスムーズに執り行われているが、何せ残務が膨大で学校からなかなか帰れない。

　個人懇談が終わるのが夕方の六時。それから翌日の準備などをしていると、すぐに八時を回ってしまう。

「天野先生、まだ帰らなくて大丈夫ですか？」

　学年主任の山やま本もと先生に声をかけられて、ハッと我に返る。仕事に集中していたら、もう九時になろうとしていた。山本先生は、四十代前半の眼鏡をかけた男性だ。外見だけ見ていると穏やかそうな優しい雰囲気だが、実は熱血教師で、生徒のためなら何でもしてくれる頼りがいのある人だ。

　彼が学年主任だから、二年の担任たちは結束力があって仕事がやりやすくなっている。

「わ、遅くなってしまいました。山本先生はもう帰られますか？」

「そうですね。やることも終わりましたし、そろそろ」

「じゃあ、私も帰ります」

　もしかしたら、山本先生は私が終わるのを待っていてくれたのかもしれない。周囲を見渡すと、私と彼しかいなかった。申し訳ないことをしたなと反省しながら、急いで帰宅の準備に取り掛かる。

　学校の戸締りは、二名でするようになっているので、山本先生と戸締りの点検をして、施錠していく。そして職員室の鍵をかけて、外に向かって廊下を歩きだした。

「天野先生、こんなに遅くなってご主人心配されませんか？」

「そうですね……今日はちょっと遅くなったので、心配しているかもしれません」

　バッグの中に入れていたスマホを見てみると、理玖からの不在着信がきていた。まだ仕事が終わらないのか？　と聞こうと思っていたのだろう。

　メッセージアプリにも未読表示が出ているので、きっと彼からのメッセージもあるはず。

「ですよね。俺なんか独身だから気兼ねなく残業できますけど、そうじゃなかったら家族は心配になりますよ」

「……ですね」

　普段はあまり残業しないのだが、この時期は忙しいからどうしてもやることが多くて帰りが遅くなる。夏休み期間に入れば、もう少し楽になるのだけど。

「最近、このあたりに変質者が出ると噂もありますし……気をつけないといけません。生徒もですが、先生も女性ですし、いつ狙われるか分からないですよ」

「確かに、最近多いみたいですね。物騒で困りますね」

　ちょうど今日、その話を生徒たちにしたところだ。生徒たちの下校時刻に五十代なかばの男性が校門のあたりに立っていたとか、登校時刻にも不審者が目撃されていた。直接的な被害はないものの、何かされてからでは遅いので警戒するようにとアナウンスしていた。

「山本先生も、男性ですけど気を付けてくださいね」

「僕は大丈夫ですよ。車で通勤していますし。あ、そうだ。駅までお送りしましょうか」

　うちの学校から最寄りの駅まで徒歩十分だ。そこまで暗い道ではないが、この時間だと人通りの少ない時間になっている。

「でも……」

　夜道をひとりで歩くのも危険だが、同僚とはいえ、男性の車に乗るのもあまりよくないのではと悩んでいるうちに、学校の敷地から少し離れた教員用駐車場の近くを通りかかった。

「さ、どうぞ。遠慮せずに」

「いや、でも大丈夫です」

　早歩きで帰れば何ともない。いつもそうしているし、今日もそうしようと思ったが、山本先生もなかなか引かない。山本先生はいつもの熱血さから、生徒への扱いと同様に私を心配してくれているのだろう。私が断ると、心配そうな表情を浮かべる。

「だめですよ。何かあっては困りますから、さ、乗ってください」

「本当に大丈夫です」

　私と山本先生が同じ車に乗っているところを誰かに見られたら、誤解の種になってしまうかもしれないし、変な噂がたっても困る。

　それに理玖が見たら、きっと──

「こんばんは」

　車の助手席の扉を開けて中へと促す山本先生と、困っている私に向かって男性が声をかけてきた。私はその声に驚いて、急いで振り返る。

「理玖……！」

　一番見られたくなかった人に見つかってしまった。

　理玖はやけに穏やかな表情で私と山本先生を見据えている。彼は一旦仕事を終えて家に帰ったようで、スーツからネイビーのセットアップに着替えていた。インナーは白のＴシャツを合わせていて、爽やかで格好いい。

　理玖は容姿がいいだけでなく、服のセンスもよくて、格好よさに拍車がかかっている。スーツのときとはまた一味違う雰囲気で、何度か見ているはずなのに、改めて素敵だなと胸をときめかせた。

「あ、えっと……山本先生、こちら、私の主人です」

　慌てて山本先生に彼を紹介すると、山本先生は度肝を抜かれたように目を丸くする。

「え……っ、あ！　そうなんですか、こんばんは、学年主任の山本です。天野先生にはいつもお世話になっております。夜道が危ないから送りますと言っていたところだったんですよ。でもご主人が来られたのなら、大丈夫ですね」

　早口で話す山本先生は、明らかに動揺しているように見えた。きっと私の旦那が想像以上に若かったからだ。理玖は二十六歳だけれど、私服だと見方によっては大学生くらいにも見える。

　それは幼いというより、肌がとても綺麗で、髪型も流行のスタイルをしていてモデルのように魅力的な佇まいだからだ。こんな地味な教師と結婚するような男性には見えない。

　言うなれば、キラキラのアイドルと冴えないファンが結婚したようなものだ。

　それなのに、奥さんがなかなか帰ってこなくて、心配でたまらなかったんだと訴えかけるような甘い眼差しで私を見つめてくる上に、私の荷物を全て代わって持ってくれる。

「お気遣いありがとうございます。お恥ずかしながら妻が心配で無断で迎えに来てしまいました。……結奈、ごめんね」

「ううん、ありがとう」

　理玖のほうが惚れているみたいな態度をとってくるから気恥ずかしい。

　それ、わざと？

　恥ずかしいやら、この上なく嬉しいやら……！

　にやけてしまいそうな顔を押し殺して、山本先生を見ると、気まずそうな笑みを浮かべている。

「じゃあ、僕はこれで失礼しますね。お疲れさまです」

「お疲れさまです。ありがとうございました」

　邪魔者は早々に撤退しますといわんばかりに、山本先生は車に乗り込んですぐに出発をした。残された理玖と私はしばらくその場に立ち尽くしていた。

「……ごめんね、遅くなって」

　もしかして怒ってる？　と心配しつつ、彼のほうに視線を向ける。道が暗いから、理玖の顔がよく見えない。

「本当だよ。今、何時だと思ってるの？　遅くなるなら先に連絡して。すごく心配したんだから」

　電話しても出ないし、メッセージしても既読にならないから、すごく心配したんだと怒られた。理玖の言うとおりだと反省する。

「ごめんなさい」

「仕事だから仕方ないけどさ。……とにかく、帰ろう」

　理玖も車で迎えに来てくれていたようで、私たちは近くのコインパーキングに停めてある自家用車に乗った。結婚前から理玖が所有していた黒のＳＵＶ。まだ数回しか乗ったことがなくて、助手席に座るといい香りがして胸が高鳴った。

　そして運転席を見ると、怒った顔も麗しい旦那さまがいる。むすっとしているのに、見飽きない格好いい横顔に見惚れていた。

「何見てるの？」

「ごめん」

　怒った顔も格好いいなんて、今言ったらもっと怒られそう。すぐに目を逸らして正面の景色を見ていると、理玖は私の顔に手を近づけて顔を引き戻した。

「……ん！」

　ふいうちの口づけに驚いて目を見開く。強引なキスはいつもより荒っぽい。押し付けるように唇を触れさせたあと、彼の舌が中に入ってきた。

「っ……ん、ぅ……」

　キスから怒っていることが伝わってくる。彼の舌は容赦なく口腔内を掻き回してくる。そんな強いキスなのに、全然嫌じゃなくてドキドキしている私って、どうなんだろう。

「何怒ってるんだろって、不思議そうだね。こんな子供っぽい理由で怒ってるから呆れた？」

「そ、そんなことないよ」

　理玖は怒って当たり前だと思う。パートナーの帰りが遅くて連絡がなかったら、心配するのは普通だ。

　だけど、それに対して私の反応が薄かったから、理玖は余計に怒ってしまったらしい。

「マジ何なの？　俺だけ感情的じゃん。格好悪い」

「え……っ」

　理玖の言葉に驚いているうちに、彼は運転席に体を戻してエンジンをつけた。そして私のことを視界に入れず、運転に集中し始めた。

　いつもなら会話が弾むのに、やけに静かな車内。空気が張り詰めていて、彼から不機嫌オーラが放っている。このままじゃいけないと、私は何とか彼の機嫌を直そうと話しだした。

「ねぇ、怒らないで。本当に反省してるよ。ごめんなさい」

「…………」

「今度から気を付けるから。理玖……」

　今は何を言ってもダメかもしれない、と肩を落として正面を向いて小さくため息をついた。私が全面的に悪いと思う。遅くなるなら先に連絡をすべきだった。我ながら配慮に欠けていたなと思う。

　家に帰ったらもう一度ちゃんと謝ろうと考えていると、急に車が停車した。人通りの少ない車道に停車し、理玖は再び私のほうを見た。

「俺が来なかったら、あの男の先生の車に乗るつもりだった？」

「ううん、それはダメだと思って断ってたよ。山本先生は、最近学校の周辺で変質者が出るから危ないって心配してくれていただけで、やましいことはないんだけど、それでも」

　夜道をひとりで歩くのも危ないけど、男性の車に安易に乗るのも危ない。どちらも危ないから、遅くなりそうな場合、事前に連絡するのがベストだった。それを理解しているし、次からは気をつけると話すが、理玖の表情は硬い。

「もし乗って、こんなことされていたら……どうするつもりだったの？」

「え……」

　理玖の手が私の左腰あたりに回って何かと思ったら、座席を倒されていた。私と彼の距離が一気に縮まって、目の前に彼の顔があって一瞬で鼓動が速くなる。

　私のバカ。こんなときにときめいている場合じゃないでしょ！

　鋭い視線に見つめられて怒りが伝わってくる。それなのにドキドキしているなんて不謹慎だと思うのに、頬が勝手に熱くなる。

「男の力になんか勝てないんだよ。結奈はいつもそう。自分が狙われているかもしれないってもっと自覚するべき」

「あっ──」

　腕を押さえつけられて、唇を押し付けるようなキスをされる。いつもは優しい情熱的な甘いキスなのに、今日は強引に感じた。その荒っぽさが彼の不機嫌を表している。

「……ん！　んん……っ」

　呼吸を許さないような口づけは、どんどんエスカレートしていって、唾液が零れるほど激しくなる。ここは車道に停車している状態で、歩道が近い。人通りが少ない場所とはいえ、誰かに見られてしまうかもしれないのに、彼はやめる気配がない。

「んん……っ、ぁ……り、く……っ」

　そんなに怒らないで。

　私のことを狙う人なんて、そうそういないし、心配しすぎだよ。だから安心して。

　でもこんなふうに心配してくれて嬉しい。怒るくらい本気で心配してくれる人なんて、今までいなかった。理玖が私のことを大切に思ってくれていることが伝わって心が熱くなる。

　だから、もうやめよう。私、ちゃんと分かったから。

　そういうつもりで、もうやめようと彼の体を押しても、全然やめようとしてくれない。

「同意していなくても、できるんだよ、男は」

「……ん、まっ、て……っ……！」

　私の抵抗する力を払いのけて彼の手は服の上から胸を揉み始める。ボウタイブラウスのやわらかい生地の中に彼の手が入ってきて膨らみを鷲掴みにされる。

「ほら、こんなふうに、すぐ触れる」

「……っ、あっ、……んっ。だめ……！」

「結奈は分かってない、本当に。俺が学生のときだって、生徒からエロい目で見られていたんだ。ヘタしたら襲われていたかもしれないのに」

　いつも理玖はそう言けれど、そんなわけないじゃない。過剰に反応しすぎだよ、そう言いたいのに、今この状況で言い出せない。

「男はこういうことしたいって、思っている生き物なんだよ」

「り、く……っ、ダメ、やだぁ……」

　服の中で彼の手が動いて、強引にブラジャーをずり下ろされる。そして胸の先を指先できゅっと摘ままれた。

「あっ！　あぁ……」

　電流が走るみたいに全身に快感が広がる。外から見えないようにと、そこだけは配慮してくれているけれど、服の中では激しい弄りが続いていて容赦ない。

　外で、車の中で、こんなことをしていることに罪悪感を覚えつつ、体はどんどん燃え上がっていく。いけないことをして興奮しているなんて恥ずかしい。

「今ここで挿入してもいいんだよ。結奈のこと、めちゃくちゃにしようか」

　普段とは違う低い声色でそう囁かれて、ゾクッと体が震えた。怒られているはずなのに悦んでいる自分がいて、彼の行動ひとつひとつに敏感に反応している。

「こんなところじゃダメだよ。誰かに見られたら──」

　外でこんなことをしていたと知られたら、社会的に罰せられる。そう頭では分かっているのに、気持ちは高ぶって体の奥から熱くなっていた。

「大丈夫、俺の体に覆われていて見えないよ。拒否するくらいなんだから、当然、濡れていないんだよね？」

「あ……っ」

　スカートを捲ったあと、彼の手がストッキングを激しく破いた。そしてショーツのクロッチ部分を横にずらすと蜜口を触れる。

「何これ。いつもより濡れてるんだけど。どういうこと？」

「…………っ」

　言い訳できないほどに、そこはぬかるんでいてドロドロだった。

　叱られて犯されそうになっているのに、興奮していることを暴かれてしまった。理玖の唇が耳元に近付いて、冷たい軽蔑するみたいな低い声色で質問される。

「こんなに濡れておいて、やめてなんてよく言えたね。結奈は見かけによらずエロいんだな」

「ちが……っ」

「認めなよ。ここに入れてほしくて濡らしたんだろ？」

　違う！　と強く言えないほどの溢れた蜜に愕然とする。自分でもコントロールできないくらい溢れていて、私のそこは、欲しくてヒクヒクと震えていた。

「とりあえず蓋をしないと、どんどん出てきそう」

　理玖は少し体を浮かせて、自身のボトムスのファスナーを下ろした。そして猛ったものを出して私の蜜口へ宛がう。

「ほら、これ。欲しかったものだよ」

「あああっ！」

　ぬかるんだそこは、音をたてながら理玖の屹立を受け入れていく。愛撫なしなのに、美味しそうに呑み込んでいった。狭く窄んだ場所に押し込まれて苦しいはずなのに、こじ開けられた感覚ですら快感になる。

　根本まで全部挿し込まれて最奥に擦りつけられると、痙攣するように全身が震えた。

「ナカ、熱……っ。いつもよりドロドロじゃん」

　そう言いながら、理玖は腰を動かし始めた。

　私……っ、あり得ないほど興奮してる。すぐにイッてしまいそうなくらい、もうギリギリのところにいる。ここで声を出してはいけないと必死に抑えながら、理玖の胸に顔を埋めた。

「無理矢理されたら、興奮するの？　それとも、あの男にこういうことされたかった？」

　こうなることを期待して、他の男の車に乗りたかったのでは？　と邪推されて、私は大きく頭を振った。

「ちが……う、……んんっ」

「じゃあ、何でこんなにイキそうになってんの？　……ほら、もうイキそうじゃん」

　怒っている理玖は、手加減なしに腰を打ち付けてくる。そのたびに気が遠くなりそうになるほど気持ちよくて涙が零れる。

　中にいる彼を強く締め付けて、離したくないと膣内が訴えかけていた。

「ねえ、どうなの？　俺の奥さんは、他の男に抱かれたいと思っていたの？　そんな淫乱な人だったわけ？」

「違う！　ああっ、ああんっ、理玖……だから、んん……ぁ……理玖に抱かれて嬉しいの！」

「そうかな？」

　冷たい声で突き放すような言葉を投げかけられて、胸が締め付けられる。体は燃え上がっているのに、信用してもらえないことにショックを受けた。

「信じて……っ、お願い」

　他の人がいいなんて、一ミリも思っていない。理玖の怒っているところも可愛いなと胸をときめかせていたから、こんなふうに乱れているだけ。いつもと違う場所で求められて興奮しただけなの。そこを勘違いされたくない。

「じゃあさ、俺のことが好きって証明してよ」

「え……？」

　どうやって証明したらいいの？　どうすれば、理玖は納得するの？

　内容を提示される前に、彼の望むことなら何でもするから教えてほしい、と心の中で乞うていた。

「行動で示して」

　行動で……示す。

　そう言われて、ふと我に返って考えた。

　ここでちゃんと示さなければ、きっと彼からの信頼は得られない。ずっと疑われたまま過ごすことになる。彼を笑顔にしたくて、私は何をしなければならないか考えを巡らせた。

「理玖……」

　名前を呼ぶと、彼は動きを止めて体を浮かせて私を見下ろしてきた。その無の表情も相変わらず色っぽくて格好いい。

「私、ちゃんと理玖のことが好きなんだよ。だから、理玖のしたいことなら、何でもする」

　あなたが望むことなら、何でもする。

　そうすることで、理玖が私を信頼して、安心してくれるのなら。

　彼の頬に手をあてて、じっと見つめる。そして私からそっと口づけた。

　お願い、信じて。

「……何でも？」

「うん、何でも」

「本当に何でも言うこと聞けるの？」

「うん、聞ける」

　少し間があったあと、理玖は小さく微笑んだ。

　──よかった、納得してくれた？

「じゃあ、結奈にしてもらいたいこと、考えておく」

「うん」

　少し機嫌の直った理玖は、再び腰を動かしだす。ドロドロに溶けた場所は、彼が動くと悦んで蠢く。いなくならないでとおねだりするように強く締め付けた。

「そんなに締め付けたら、すぐに出そうになるんだけど」

「あっ……ああ、わざと、じゃない……んっ、あぁ！」

　理玖がそこにいると、膣が勝手に収縮するのだ。締め付けたと思ったら、勝手に広がるときもあって、快感に翻弄されている。彼の形を味わうかのように、窄んで開いてを繰り返しているようだった。

「ほんと、結奈のここはエッチだよね。そんなにこれが好き？」

「ああっ！」

　彼は抜けそうなほど浅いところまで腰を引く。先端のほんの少ししか入っていないところまで抜かれてしまった。

　苦しいほど埋まっていたものがなくなって、蜜道が寂しい。嫌だ、と訴えかけるように中がヒクヒクと震えた。

「もうそろそろやめようか。人に見られたら困るし」

「…………っ」

　そんな、こんな中途半端なところで？

　理玖がいなくなって、私のお腹の奥は物足りなくて切ない。辛うじて入っている先端までいなくなったら、もどかしくて変になりそう。

「やめてもいいよね？」

「…………や、ぁ……」

　ぬるん、と蜜の余韻を残して、彼のものが抜けてしまった。名残惜しさで蜜道がきゅっと窄む。

　やだ、本当にやめないで！　そう体が訴えかけるように辛くなる。

「理玖……っ」

「ん？　何？」

　私の変化に気が付かない様子の理玖は、不思議そうな表情で私を見つめる。

　当然、ここで止めても問題ないよね？　と言わんばかりの冷静な仕草に焦りだす。

　普段、少々のことなら何でも我慢できる。大人なのだから、自分の感情をコントロールすることだって容易い。だけど、今はどうだろう。

　燃え上がった体を鎮めることができず、我を失いそうになっている。常識的に考えて、路肩に駐車している車内でセックスをせがむなんてあり得ない。

　それなのに──。

「お願い、やめないで」

　熱くなる瞳に涙を浮かべて、そんなことをお願いしていた。

「何言っているの。結奈、ここは外だよ。こんなところで最後までしたいの？」

「だっ、て……」

　私の秘部がジンジンしてどうにかなりそう。家までなんて我慢できない。もう一度その逞しいものを私の中に埋めてほしくてたまらないのだ。

「誰かに見られてもいいの？　もし学校の生徒に見られたら……先生が変態だって思われちゃうよ」

　こんな公共の場で旦那とセックスしているところを見られたら失望されるし、最悪、職を失ってしまうかもしれない。

　そんなリスクのあることをお願いしているなんて、おかしいと思うけれど、正常な判断ができないほど、私の頭の中は理玖のことしか考えられなくなっていた。

「……っ、…………いい……」

「本当にいいの？」

「いい……っ。理玖、やめないで」

　今すぐ来てくれないと、私のお腹の中がおかしくなってしまう。疼いてたまらない場所に早く来てほしい。そして理玖のもので中を掻き回してほしい。

「そうなんだ。結奈って大胆なんだね。じゃあ、どうしてほしいか、詳しく説明して」

「……っ」

　口角を上げて意地悪に笑う理玖は、そんなことを言いだした。そこで私は気づいた。

　これは、彼からの「おしおき」なのだと。

　彼は怒っていた。いつもなら絶対に中断なんてしないのに、今日は一番いいところで抜かれてしまった。きっと私に理玖が欲しいと言わせるためにこんなことをしたのだ。

　少し躊躇いながら彼のほうに視線を向けるけれど、彼はそれ以上何も言わずただ無言で私を見つめる。

　言わずにしてもらうなんて無理なのだと悟った。これはきっと彼の言う通り、明確に言葉にしないといけない。

「理玖……の、────を、入れて」

　どうしても恥ずかしい単語は小声になってしまう。それでも彼に伝わるように名称を隠さず伝える。

「どこに？」

「……私の、ここに」

　自ら足を開いて、入れてほしい場所を指で開ける。

　羞恥心で体が燃えるように熱くなって、更に高揚していく。

　素直に伝えたことがよかったのか、彼は猛ったものを再び蜜口に宛がった。それだけで嬉しくて襞がくぱっと音を鳴らした。

「入れて、どうして欲しいの？」

「……っ、いっぱい、突いて……ほしい」

　いつもするみたいに、たくさん擦って、中をかき混ぜて、根本まで挿し込んでほしい。もうこれ以上入らないと泣いてしまいそうになるくらいまで押し込んで、奥をたっぷり濡らしてほしい。

「それで？」

　あ……。理玖の声色が変わった。

　きっと少し許してくれたのかもしれない。さっきまでの冷たくて突き放すような雰囲気から、優しく甘い声に変化している。

「中に……出してほしい……」

　ああ、もう。こんなはしたないことを言ってしまうなんて。

　少し前までの私なら考えられない。こういったこととは無縁の、恋愛とはほど遠い場所で生きていたのに。

「それは、どうして？」

　蜜口に当てられていた先端が少しずつ中に入ってくる。じわじわと進んできて、雁首あたりまで呑み込んだ。それだけでイッてしまいそうなほど感じていた。

「好き……だから。理玖が……好きぃ……っ、お願い──」

　羞恥もプライドも何もかも捨てて、無我夢中で彼の体を欲しがった。

「よくできました」

　一気に奥まで挿入されて、稲妻が落ちたみたいな強い快感が全身に響いた。そしてそのまま私の膝頭に手を置いて、彼は高速で腰を打ち付け始める。

「ん、あっ、ああっ、ああ、りく……っ、あぁっ、ああ！　気持ちい……っ」

　こんなに激しく動いていたら、きっと車体が揺れているはず。それでも構わない、そんなことどうでもよくなるほど、私たちは燃え上がって繋がった場所を一心不乱に揺さぶる。

　狭い車内で、身動きが取りにくいのに、そんなことは気にならない。

　彼の高ぶったものが、私の中を抉る。

　いつもと違うシチュエーションで燃え上がっているせいか、クラクラするほど気持ちいい。彼が動かすたび、泣きそうなほどの愉悦が襲ってくる。

「……っ、く……」

　暗くて彼の表情が鮮明に見えないものの、食いしばるような甘い吐息が漏れてくる。きっと私と同じように理玖も興奮しているはず。

　余裕のない腰つきがそれを物語っている。

　焦らされて我慢していた反動で、意識が飛んで、イキ続けているだけの動物みたいになった。

「ああぁっ、あぁ……っ、も……だめぇ……よすぎて……壊れちゃう──ああん！」

「結奈……っ、出すよ。車、汚れないように、全部ちゃんと飲み込むんだよ。分かった？」

「分かった、あぁ……っ、きて、あああっ」

　射精する準備に入った理玖は、私の腰を掴んで乱暴なほど強く突き上げる。

「……っ、出る……っ」

　私の体にのしかかり、押え込むようにして彼は最奥にねじ込む。そして勢いよく白濁を注ぎ込んだ。ドクドクと流れ込んでくる感覚でさえも気持ちよくて、出し終わる最後まで悦んで味わっていた。

「家に帰るまで、一滴も零さないでね」

「はい……」

　身も心も理玖に陶酔していると思った。彼が望むことなら、何でもしたいと思えるほど、いつのまにか彼に惚れていることに気がついた。

　だから彼の言うことを従順に聞いて、私の中にもらった熱いものを零さないよう必死に膣に力を入れて家までの時間を過ごす。

　切ない時間だったけれど、同時に幸福を感じていた。







３ 離れて生まれる疑念








　理玖の朝は早い。

　まだ明るくなる前の薄暗い早朝に起きて、静かにベッドを抜ける。身支度を終え自室に向かうと、一時間ほど仕事をしている。

　理玖の仕事は、リユース事業がメインで、貴金属やブランド品、高級時計などの買い取りをする店舗を全国で運営している。

　そしてそれらの買い取った一部の品を、自身が運営するブランドレンタルサイトに掲載し、ネットでレンタル業をしているのだ。

　都内にオフィスを構え、何十人という社員を雇って経営している。

　収益は毎年増大していると聞く。今、リユースもブランドレンタルも大きく需要があって成功しているのだそう。

　彼の実家はＳＨＩＮＤＯホールディングスという大手製造会社で、電子機器の製造販売をしているところだ。私たちが使用している洗濯機や電子レンジなどの家電は、ＳＨＩＮＤＯのものが多い。

　てっきりその会社を継ぐのだと思っていた。ところが、彼は大学時代に自身で会社を立ち上げ、一から自分の力で成功を収めたのだった。

　夕食が終わり、ダイニングテーブルに座りながら、カフェラテを飲んでいると、前に座っている理玖が話しだした。

「結奈、悪いけど、来週からしばらく海外に出張になりそうなんだ」

「海外？」

「そう。リユースの店舗、海外にもあってね。その店舗の拡大のためのリニューアルと、新店の打ち合わせがあるんだ」

　まさか海外にまで店舗があるとは思わなかった。香港、台湾、マレーシア、タイ、シンガポールなど、アジアを中心にジュエリーの買い取りなどをしているらしい。

「そうなんだ。分かった」

　もっと事業を拡大していこうと、新たな取り組みもしているみたい。グローバル市場に目を向け、実家を追い抜けるようにと頑張っている。彼は口に出して言わないが、実家に頼らず自らの足でちゃんと立てるようになりたかったのだと思う。

　御曹司としてあぐらをかくのではなく、自分の手で未来を切り開きたいのだと。

　そういうところを尊敬しているし、心から応援したいと思っている。

　そういうわけで、来週から理玖は台湾に出張となった。私のほうは終業式を迎え、夏休みに突入した。

　終業式まで怒涛のスケジュールだった。

　とはいえ、夏休み中にもしておかないといけない仕事は山積みだし、研修もある。顧問をしているテニス部の活動もあるから実際ゆっくりできるのはお盆あたりだけ。

　なので、毎日忙しくしている間に、あっという間に理玖の出張の日を迎えた。

「忘れ物はなさそう？」

「うん、大丈夫」

　キャリーケースを玄関に置き、出発する準備をしている理玖の背中を追い、私のほうがソワソワしている。結婚してから初めての出張だから、こっちが緊張していた。

　いつも見ているはずなのに、スーツ姿が凛々しくて格好いい。理玖は代表取締役なだけあって、普段からオーダーメイドのスーツを着ている。

　背も高いし、スタイルもよくて、細見のスーツを着こなしている理玖は輝いて見える。

　──どこから見てもイケメンなんだよなぁ。

　左薬指についている指輪も相まって、余計に素敵に見えるから困る。理玖はいつも私のことを心配してくれるけれど、私からすれば、理玖のほうが心配だ。

　人の視線を釘づけにするほど魅力的な男性だし、仕事も頑張っている。成功者から滲み出る男としての自信も感じられる。こんな素敵な人、現地の女性は放っておかないと思う。

　──私がいないからって、浮気とか……しない、よね……？

　台湾と日本じゃ、距離もあるし、絶対に見つからない距離だ。そんなときに、私以外の人と何かしていても気が付けない。

　もし綺麗な女の人に言い寄られたら、理玖は大丈夫かな……。

　結婚してからというもの、こんなふうに離れるのは初めてだ。いつも傍にいた理玖がいないなんて想像がつかない。だけど、そんなシチュエーションを考えてみると、みるみると気分が落ちる。

　予想以上に寂しい……かも。

「どうしたの、浮かない顔をして」

　準備がいち段落した理玖は、私の前に立ち顔を覗き込んできた。神妙な面持ちをしている私に気が付いたようで、心配そうに話しかけてくる。

「……そんなことないよ」

「そんなことあるよ。……あ、もしかして、俺と離れるのが寂しい？」

　図星だから、何とも言えない。そんなことないとすぐに言い返せなかった。

「もしかして、当たった？」

「…………そんなことないよ」

「何、その間。絶対そんなことあるじゃん」

　私が寂しがっていると知って、理玖は嬉しそうに笑う。

「だから一緒に来る？　って聞いたじゃん」

「だけど、行きたくても行けないよ」

　先週、出張に行くと聞かされたあと、理玖から「一緒についてきてもいいよ」と言われていた。しかし、仕事があるから、気軽に行くとは言えなくて断っていた。

「俺がいないと寂しく思ってくれるんだ。嬉しい」

「理玖は……寂しくないの？」

　そう思っているのは、私だけ？

　私が落ち込んでいるところを見て、理玖は笑っているけれど、離れていても全然平気なの？

「寂しいに決まってる。だけど、結奈は俺の奥さんになってくれた。この家で待っていてくれていると思ったら、仕事を頑張れる」

　目を細めながら、幸せそうにそう言われると、不安になっているのは私だけなのだと感じた。理玖は私と離れても、やましいことなど微塵もないと自信があるみたい。

「……うん」

　そうだよね。私たち、恋人じゃなくて、夫婦だもんね。しばらく離れたとしても、またすぐに会える。そう前向きに捉えて、少しの間我慢しなきゃ。

「寂しがってくれて、ありがとう」

　理玖は私の体を包み込むように抱きしめる。ぎゅっと腕に力を入れて、しばらくそのままで時間を過ごした。

「理玖、頑張ってきてね」

　数日間会えない分の彼のぬくもりを感じておこうと密着していると、彼の手が私の体を撫で始める。

「実は飛行機の時間までまだ余裕があるんだよね」

「え……？」

「結奈が寂しそうだから、もう少し一緒に過ごしてから行こうかな」

　そう微笑んだ理玖は、手を引いて私のことを寝室へと連れていく。そうして彼の出発するギリギリの時間までたっぷり愛を確かめ合ったのだった。




　──彼がいなくなって二日目。

　いつも通りに出勤し、職員室で仕事をしていた。今日は朝に部活動の練習の付き添いがありテニスコートに出ずっぱりだったから疲れた。そして、今からデスクワーク。

　クーラーの効いている涼しい部屋で、事務作業を進めていると、山本先生が歩いてきた。

「お疲れさまです」

「お疲れさまです。どうかされました？」

「さっきテニスコートの近くで中年男性がカメラ撮影していたんですよ。近所の方が注意をしてくださったみたいなんですけど……生徒の盗撮でしょうか」

「ええ……っ。怖いですね」

　ここ最近聞く変質者の話があるので、同じ人物なのではと警戒する。その写真撮影も、敷地外からなので風景を撮影しているのか、人物なのかが分からない。確実な証拠があるわけではないので、その人物を捕まえるわけにもいかないから困っているところだ。

「生徒たちの様子を見られないように、柵に目隠しのようなものをつけたほうがいいかもしれませんね。教頭に相談してみます。天野先生も何かあったら報告してください」

「分かりました。ありがとうございます」

　うちは女子校だから、気を付けないと。生徒が狙われているのなら、守らないといけない。これからの対策を考えながら、その日の仕事を終わらせた。

　退社時刻になり、自分の仕事をやり終えた私は帰宅することにした。帰っても家にひとりだし、自炊はせず、何か買ったものを食べようとスーパーに立ち寄る。

　買い物かごを手に取り、デリコーナーに向かって歩いていると、後ろから呼び止められた。

「あ！　天野……先生、ですよね？」

「はい」

　振り返ると、そこには五十代くらいの眼鏡をかけた男性が立っていた。

「私、五ご条じょう仁ひと美みの父です。二年前に卒業したので……覚えていないですかね？」

「ああ！　五条さんのお父さまですか。お久しぶりです」

　名を名乗られて、生徒の顔がすぐに浮かんだ。五条さんの家は母親が早くに他界されていて、父親と娘の家庭だったから印象に残っていた。

　シングルで娘さんを育てていて、大変ながら頑張ってらっしゃる娘思いのお父さんだった。その娘さんももう成人され、親の荷が少し下りたと卒業式でお父さんが号泣していたのを覚えている。

「お久しぶりですね。天野先生、ご自宅はこの近くなんですか？」

「そうなんです。結婚しまして、このあたりに引っ越してきたんです」

「そうなんですか」

　久しぶりに会った五条さんのお父さんと話に花が咲く。卒業してから五条さんがどうされているのか、確か大学進学したはずだったが、今も大学生活は充実しているのか。

「今、娘は大学の近くで下宿しているので、私は一人暮らしです」

「そうでしたか。仁美さんがお元気そうでよかったです」

　しばらく会話をしたあと、笑顔で別れた。久しぶりに再会し、生徒の近況が聞けてよかった。理玖と暮らし始めて引っ越しをしたから、この辺で知り合いに会うなんてすごく珍しいし新鮮だった。

　それから美味しそうな総菜をいくつか買い、マンションへ帰る。家に帰ると、すぐにシャワーを浴びた。理玖がいるときだと、湯舟にお湯を溜めるのだけど、ひとりのときはさっと済ませたくてシャワーだけだ。

　それからテレビを見ながら買ってきたものをテーブルに並べる。いつもだったらお皿に入れるけれど、一人だからそのままでいいや。それから、ビールを開けて缶のまま飲む。

「ぷは～っ」

　たまには今日みたいなのもいいかも。

　好きな動画を見ながらお酒を飲んで、時間を気にせずのんびりできる。

　いつもの理玖がいてドキドキしている生活もいいけれど、こういう気がねしなくていいリラックスした日も楽しい

　しばらくご飯を食べていると、インターホンが鳴った。

「……誰だろう？」

　宅配業者が来る予定はないし、もし来るとしてもマンションのエントランスにある宅配ボックスに入れてもらうことになっている。だとしたら、訪問者？

　時計を見ると二十時を回っているし、こんな時間に訪ねてくる人はほぼいない。

「うーん……。あれ？」

　不思議に思いながらドアホンモニターを見ると、誰も映っていない。変に思った私は、フロントに電話をして、確認してみる。

　このマンションの入り口には管理人の男性が駐在している。その男性の前を通過しないと、住人の部屋のインターホンを押せない仕様になっているので、彼に聞けばどんな人物が来ているのか分かるのだ。

「すみません、五十階に住んでいる新堂です。今、うちに誰か来られたみたいなんですけど誰もいなくて」

『申し訳ありません、先ほど他の入居者様の対応をしておりましたため、フロントから離れておりました。なので、どのような方が来られていたか分かりかねます』

「そうですか……」

『今はインターホンの前には誰もいらっしゃらないようです。もし気になられるようでしたら、監視カメラで確認してご報告をいたしますが』

「でしたら大丈夫です。ありがとうございました」

　監視カメラで確認してもらうほどではない、と引き下がる。もしかして間違ってインターホンを押しただけかもしれない。友人の家と間違って押したとか。そういうの、よくあるし。

　そう考えて気にせず、また食事を続けた。そうこうしていると理玖からテレビ電話がかかってきた。

「もしもし」

『もしもし。もう家？』

「うん、家だよ。ご飯食べてる。理玖は？」

　理玖もホテルに帰ってきたのだと、インカメラで自身の姿と共に見せてくれる。広々としたホテルの部屋の中を映し、窓から見える台湾の景色も見せてもらった。

　スーツのネクタイを緩めながら話す理玖は、少しだけ疲れているように見えたけれど、その憂いのある表情も色っぽい。

「わー、日本とは雰囲気が違うね。夜景が綺麗」

『高層展望台が近くにあるからライトアップが綺麗だよね。ほら、見て』

　ロマンティックな夜景を見せてもらっていると、一緒に行きたかった気持ちが蘇ってくる。仕事があるから無理なんだけど、そこにいたらと想像すると胸がきゅっと詰まる。

　しばらく他愛もない話をして、テレビ電話をしていると距離を感じなくなってきた。いつも通り傍にいるような気がして寂しい気持ちが紛れる。

　食事もルームサービスでとって、どんなものを食べているのか紹介してくれる。そして彼のお風呂の時間になるまで延々と会話が続いた。

「じゃあ、また明日ね」

『うん、おやすみ』

　帰ってくるのはあと三日後だと聞き、今週末は一緒に過ごせると胸を弾ませた。




　──その翌日。

　仕事を終えてマンションに帰ってきて、ポストを確認すると宛先のない封筒が入っていた。

「これ、何だろう？」

　不思議に思いながら他の郵便物と一緒に持ってあがり、部屋で確認すると中から数枚の写真が出てきた。

「これは……」

　出てきた写真は、遠目から撮影された理玖と女性が一緒に歩いているものだった。スーツ姿だから、仕事中だとは思うものの、同じ女性と並んで歩いているところがいくつか。

　昼間と夜と都内の様々な場所で撮られていた。

「何、これ……」

　相手の女性は理玖と同じくらいの年齢の女性だ。淡い色のスカートスーツを着ていて、上品で美人。長身の理玖と並んでも遜色のない、すらりとしたスタイルのいい女性で、見ていると恋人に見えなくもない。

　その写真以外には何も入っていなくて、写真のみだけだった。

　一体これは何を伝えようとしているのだろう？

「もしかして、理玖が浮気していますよ……的な？」

　いやいや、理玖に限ってあり得ない。いつも私を大事にしてくれているのに、他の女性と親密になっているなんて。

　昨日だって、仕事が終わったらすぐに電話してきてくれたじゃない。

　私に心配させないよう、食事もホテルの部屋でとっていたし、彼がスーツを脱いでお風呂に入るまで電話を繋いでいた。もうあとは寝るだけだと言っていた。

　そんなふうに離れていても夜の時間を一緒に過ごして安心させてくれていたじゃない。

　だから、彼がそんなことをするはずないと思うのに、この美しい女性と並んでいるところを見ていると、お似合いすぎて付き合っていると言われても納得してしまうほどだ。

　きっと仕事関係の人物だと思うものの、写真を見ているとただならぬ関係なのではと勘ぐってしまう。

　わざわざ自宅にこれを投函して知らせてくるということは、宣戦布告として受け取れるからだ。

　──あなたの旦那、他に女性がいます、と。

　何もなければ、こんなふうに送られてこないだろう。

「浮気、なのかな……」

　というより、愛人？　いや、もしかして、この人が本命だったりして？

　そうだよね、年増の私より同じ年代の人のほうがいいよね？

　昼間、スーツで一緒にいるってことは、同業者か同僚だろう。だったら話だって合うだろうし過ごす時間が長いから共通点も多いはず。

　写真を見つめながら、この二人が楽しそうに会話しているところを想像したら、悪い方向にしか考えられなくなってきた。

「はぁ……」

　彼と一緒にいるうちに不安が解消されていたけれど、根本に残っていた疑問が再び私を襲ってくる。

　そもそも、私とお見合いをしたいなんて思うほうが変だよ。お見合いなんてしなくてもこうしてお似合いの女性がいるはずなのに、わざわざ元教師の私に目をつけるなんて変だ。

　理玖は学生時代に私を好きだったと言っていたけれど、今もその気持ちが継続されるほど強かったのだろうか。

　手に入らなかったから、何としてでもどうにかしたかっただけで、結婚したら飽きたとか？

　入籍してしまった手前、いきなり冷たくできず、仕方なく夫婦生活を続けている……とか。

「ああ、だめだ。悪い方向にしか思考が向かない」

　ふう、と大きく息を吐いて冷静になろうと努力する。今、色々と考えても仕方ない。

　変に勘ぐってもいいことはない。こういうのは、本人と話して解消するしかない。だけど、今、彼は出張中だし、この話題をするのは心配をかけるだけだしやめておこう。

　帰国したあと、ゆっくり話せばいい。

　そう考えていると、ちょうど理玖から電話がかかってきた。

「……もしもし？」

『もしもし、結奈、もう帰ってる？』

「うん、今帰ってきたところだよ」

　なんて、普通の会話が始まる。今日はどうだった？　と近況を聞かれ、理玖は向こうでどういうことをしていたのか報告してくれる。

　こうして話していると、怪しむところなんてひとつもない。むしろ、日本に残していった私のことを心配していて、ちゃんとご飯を食べているかとか、早く寝ているかとか、そんなことばかり気にしている様子だ。

『もしかして、今日疲れてる？』

「え……あー、そうかも。ちょっとね」

　声に元気がなかったようで、彼は私の変わった様子にすぐ気がつく。

『あともう少しで帰るから。俺が帰るまで、無理しないで』

「うん、分かった。ありがとう」

　いつも通りの態度をとっているつもりなのに、どこか声に元気がなかったみたい。そんな些細なところにすぐ気づくなんてすごい。私のことをよく知ってくれているのだと思う。

　だけど、不安に思う気持ちが払拭できていないために心の靄が晴れないので、心底明るくは振舞えずにいた。

　しばらく会話していると、マンションのインターホンが鳴った。

「あ、誰か来たのかな」

『こんな時間に？』

　昨日もそうだったと思いつつ、スマホで通話しながらドアホンモニターを見ると、顔が見えないように目深にキャップを被っている男性が立っていた。

「誰だろう、男の人だ。顔がよく見えない……」

『知らない人だったら、出なくていい』

「うん」

　もしかして、この人が昨日も訪ねてきていたのかもしれない。応答せずに様子を見ていると、諦めて帰っていった。

『大丈夫？　フロントに連絡しておこうか？』

「うん、大丈夫。自分で連絡しておくよ。心配しないで、きっと間違いだと思う」

『絶対に開けないようにね。危ないから」

　よく分からない相手をマンションに入れるなんて怖くてできないから大丈夫だと伝えると、理玖は信用してくれたようで、電話を切っていった。

　その日はそのあと何もなく、訪問者もなかった。やっぱり気のせいだったのだろうと思って忘れることにした。

　そして翌日、朝仕事に行く支度を終えて家を出て扉を閉めると、ドアスコープの下に封筒が貼ってあるのを見つけた。

「え……？」

　昨日帰ってきたときには、こんなものはなかった。それなのに、どうして？

　昨夜、私の在宅中に、誰かが貼りにきたってこと？

　怖いと思いつつ、その封筒に手を伸ばす。そして中を開けてみると、便箋が一枚入っていた。




　──どうして結婚したんですか？

　私のほうが、あなたに相応しいのに。




　その文章を見て、激しく動揺してしまった。

　これ……って、もしかして、理玖の相手の女性が書いたもの？

　手書きではなく、パソコンで書かれているから、誰が書いたか分からない。でも、昨夜の写真と合わせて考えると、あの写真の女性が書いたものかもしれない。

　その人物がこの部屋の前まで来ていた──？

　その事実に恐ろしくなった。

　気にしないでおこうと思っていたのに、相手女性が怒っている。理玖を取られたことを憎んでいるのだと分かり、私はどうしたらいいか分からなくなってしまった。

　しばらくその場に立ち尽くしていたものの、仕事に行かなければならない時間だと気づき、その場から立ち去った。







４ 押し寄せる疑心と恐怖








　晴れない気持ちのまま仕事をして、その日は遅くまで残業していた。早く帰っても嫌なことを考えるばかりだし、それなら仕事に没頭しているほうがマシだ。

　理玖から何度か電話がかかっていたが、タイミングが悪く出られていない。わざと避けているわけではないが、何となく後回しにしていた。

　──今、電話で話したら、よくないことを口走ってしまいそう。

　理玖、浮気してる？

　もしかして、他に好きな人ができた？

　一時の感情でそんなことを言ったら、別れ話に発展してしまうかもしれない。そうだと認められたら、きっと立ち直れないほどショックを受けるだろう。

　どうして私と結婚したんだろう。

　そんな疑問を抱きつつも、理玖から熱烈に求婚されて結婚して、すごく幸せだった。入籍するまでも、してからも、ずっと私のことを大切にしてくれて、好きだと言葉や行動で表現してくれていた。

　だから、あり得ないと思いつつも、本当は愛されているのかもしれないと思って幸せに満ち溢れていた。

　愛されていると信じ込んで浮かれていたのだ。

「ああ……私って、単純……」

　簡単に信じ込んでしまって、情けない。だから経験が乏しい女はダメなんだ。すぐに真に受けてしまうなんて格好悪い。

　でもいつまでも逃げ回ってはいけないし、現実を受け止めなければならない。

　もし騙されていたのなら、この先を考えるためその事実を知るべきだ。

　でも……もう少し冷静になってから話し合いたい。

　そんなことを考えながら仕事をしていると、二十時が過ぎていた。

「天野先生。そろそろ戸締りをしようと思うので、先に帰宅してください」

「分かりました。では、失礼します」

　別の学年主任の先生から指示されたので、帰ることにした。残っている人がいないか、周囲を確認しつつ校門まで歩く。何となく人の存在を感じて振り返ったけれど、静かで誰もいない。

　気のせいか……。

　綺麗な建物とはいえ、人がいなくなったあとの校舎は少し怖い。気丈に振舞っていても、怪談話を思い出す。

「幽霊とか、いないから！」

　そう自分に言い聞かせて校門をくぐる。ほら、やっぱりいなかったじゃない、と小さく笑いながらしばらく歩いていると、背後から肩を掴まれた。

「ぎゃっ……！」

「先生、待っていました」

　誰だろうと勢いよく振り返ると、そこには五条さんのお父さんが立っていた。

「五条……さん？」

　一昨日会ったばかりだから、顔を見てすぐに誰か分かった。元教え子の親である、五条さんの父親が私の肩を掴んでいた。

「どうしたんですか？　こんなところで」

　一昨日会ったときは、自宅付近のスーパーだからと聞いていたが、今日は学校で、あのスーパーからは電車移動しないと来られない距離だ。卒業生の親だからといって、こんなところにいるのは不自然だし、今、「待っていました」と言っていた。それはなぜなのか。

　心臓がバクバクと音をたてて鳴っている。

　怖い、普通に！

「天野先生に聞きたいことがあって」

「な、何でしょう……？」

　暗闇の道で、しかもこんな時間に聞きたいこととは何だろう。生徒の親だから変なことはされないとは思うものの、恐怖心は隠しきれない。きっと私、今、ひきつった表情をしているに違いない。

「どうして、あの男と結婚したんですか？」

「え？」

　てっきり娘のことを話すのだと思っていたら、私自身の話で驚いた。一瞬理解ができず考え込んだが、すぐに我に返る。

「あの、それは、どういう……」

「どうしてわざわざ元教え子と結婚したんですか、と聞いています」

　言葉自体は丁寧なのだが、言葉尻が強くて怯える。それと同時に、なぜ五条さんが私と理玖の結婚について質問してくるのか。

　そしてなぜ理玖が私の元教え子ということも知っているのだろう。

　結婚の報告はしたが、理玖が元教え子だということは、仲人をしてもらった浅沼さんしか知らないはずだ。その浅沼さんでさえ、新堂家から口止めされているので、周りに言いふらしたりできない。

　そんなことをすれば、浅沼家と新堂家の信頼関係が崩れてしまうからだ。

　じゃあ、どこから──？

　そんなことを考えながら、五条さんへの質問に返事をする。

「どうして……と言われましても……」

「なぜあいつだったんですか？　他にもいたのに。よりにもよって、あんな若造と。教師と生徒の間柄だったときから、爛れた関係だったんですか？」

「たっ……」

　爛れたとは、聞き捨てならない。

　理玖とはちゃんとした教師と生徒の関係だったし、在学中に怪しまれるようなことはしていなかった。卒業式に告白はされたものの、彼の気持ちを受け取らなかった。

　私たちが結婚することになったのも、お見合いで再び会ったからだ。

「違います。それはありません。少し前に再会し結婚することになっただけです」

　先日の五条さんとは目つきが違う。もっと穏やかな雰囲気だったのに、今は強く睨みつけて攻撃的だと感じる。変に刺激しないように注意しながら、会話を進めていく。

「じゃあ、質問を変えましょう。あの写真は見てもらえましたか？」

「写真……？」

「あなたの旦那が他の女性と一緒にいるものです。あんなのは、氷山の一角です。もっとたくさんありますよ。若い女を傍に置いて、職権乱用でしょう。そんな不誠実な男のどこかいいんですか？」

　そう言って、五条さんは鞄の中から何枚も写真を取り出して私に見せてきた。先日と同じ女性と一緒に写っている写真や、他の女性も。その女性はオフィスカジュアルな服を着た可愛らしい女性で、理玖より年齢の下の女性だった。

　その他も、ホステスと一緒に歩いているものもあった。確かに五条さんが言うように、数々の女性と一緒に歩いているのは事実だと思う。だけど、それだけだ。

　浮気だと言い切れる証拠ではない。ホテルに入っていく様子だとか、キスをしているものだったら、女遊びをしているのでは？　と思うけれど、一緒に歩いているだけではそうはならない。仕事関係の付き合いとも受け取れる。

　それよりも、五条さんが理玖の写真を何枚も所持していることのほうが不審だ。

「夫は不誠実な男性ではありません。きっとこれには何か理由があるのだと思います」

「あなたは騙されているんですよ！　どうして私じゃないんですか？　私もあなたのことを想っているのに！」

　私が理玖の肩を持つので、ついに五条さんは声を荒らげ始めた。




　──どうして結婚したんですか？

　私のほうが、あなたに相応しいのに。




　今朝の手紙の内容を思い出して、五条さんの言葉とリンクした。

　あの手紙も、もしかして五条さんだった？

　理玖の相手の女性が、理玖宛てに書いたものだと思っていたが、これは五条さんが私宛に書いたものだったのか。

　ということは、五条さん……が、私のマンションの前まで来ていた？

　全てのことが繋がって、悪寒が走る。うちのマンションはセキュリティがしっかりしているはずなのに、それをかいくぐって中に入ってきたというわけだ。管理人が席を外した瞬間を見計らって、どうにかして中に入ってきている。

　そんな隙がいつのタイミングで発生するか分からないのに、うまく入り込んできたということは、ずっと周辺で様子を伺っているということだ。

　スーパーで偶然会ったと思っていたが、それも待ち伏せされていた……？

　五条さんは、危険な人なのかもしれない。

　そう気づいたときには、五条さんに手首を掴まれていた。

「天野先生、今からでも遅くありません。私と一緒になりましょう」

「ちょっと待ってください！　五条さん、落ち着いて」

　一体何が起こっているのだろう。

　五条さんは卒業生の親で、娘がいる身だ。それなのに、こんなことをしていいわけない。

　我を失っているような様子で、距離を詰めてくる。言動が荒々しくなってきて身の危険を感じる。

「私はずっと我慢していました。遠くからあなたを見ているだけでいいと思っていました、それなのに、急に若い男と結婚して、私を裏切った。あなたは騙されているんです！　早く目を覚ましてください」

「そんなことはありません！」

「いいえ、そんなことあります。私ならあなたを絶対に幸せにできます。娘だって祝福してくれます。だから一緒に来てください」

「嫌です、離してください！」

　強い力で引っ張られて、必死に抵抗する。そんなときに、ふと山本先生の言葉が蘇ってくる。

　──最近、このあたりに変質者が出ると噂もありますし……気をつけないといけません。

　ここ二ヵ月あたり、変質者が出ていた。テニス部の練習のときに写真を撮っている人物が目撃されていた。てっきり生徒が狙われているのだと思っていたけど、もしかして目的は私だった？

　そしてその変質者は、五条さんだった？

「話せば分かるはずです、きっとあなたはあの男に洗脳されているんですよ。今、あいつはいないんでしょう？　ほら、行きましょう。車をそこに停めていますので」

「やめてください！　私、行きません！」

　無我夢中で抵抗するものの、男性の力には勝てない。引きずられて停車している車に乗せられそうになる。このまま乗ってしまえば何をされるか分からない。

　最悪、命の危険さえある。絶対に逃げなければ。

　こんなとき、理玖が近くにいたら──。

　日本にいないので絶対に無理だと分かっていながら、理玖のことを思い浮かべる。

　今、近くにいるはずがないけど……理玖、助けて。お願い──！

　できる限りの力を出して抵抗していると、背後から五条さんの手を掴む人影が見えた。そしてすごい力で私から引きはがし、地面に叩きつけた。一瞬の出来事で何が起こっているのか理解できず、しばらく呆然と立ち尽くす。

「結奈！　大丈夫か!?」

　聞き覚えのある男性の声がする。

　そんなはずはない。だって、声の主は、ここにいるはずがないのだから。

　でも、聞き間違えるわけがない。だって、この声は──！

「理玖……っ」

　暗闇だから顔ははっきり見えていない。だけど、確信して名前を呼ぶ。

　直前まで不安で押しつぶされそうだったのに、理玖が近くにいると分かった途端、一瞬で安心感に包まれる。彼が傍にいるのなら大丈夫。そう強く思えた。

　倒れ込んだ五条さんが体勢を整えようとしている間に、理玖は更に追い打ちをかける。五条さんの腕を持ち、背中のほうに回して固定する。そうすることで身動きを取れなくした。暴れないようにと先手を打ったのだ。

「あんた、結奈のことをつけ回していたみたいだな。うちのマンションの監視カメラに映っていたぞ。証拠は掴んでる」

「つけ回す……？　私は、お前から天野先生を守っていただけだ。天野先生はあんたに騙されてるんだ」

「騙してなんかいない。俺たちは夫婦だ」

　そう答える理玖に向かって、五条さんは笑い転げるようにしてその言葉を信じようとしない。

「夫婦って……どうせ、あんたは遊びだろ？　他の女と一緒にいるところ、こっちは抑えてるんだよ。天野先生のこと、本気じゃないくせに独占するなんて、何の嫌がらせだ。学生時代に振られたからって、そんな陰湿なことするな！」

　私が不安に思っていたことを、五条さんは全部ぶちまけてしまった。

　理玖と二人きりになったら聞こうと思っていたのに。というか、第三者から見ても、そう見えるんだ。

　理玖は私のことを本気じゃない。学生時代に振られたから、その仕返しにこうして今更になって夫婦になっただけのような。

　正真正銘の夫婦には、見えないってこと。不釣り合いなふたりだということだ。

　一番気にしていたことを言葉にされてしまって、それが胸に深く突き刺さる。

「本気じゃないなんて、勝手に決めるんじゃねえ。お前に関係ないだろ！」

「じゃあ、あの女たちは何なんだよ！　天野先生と結婚してからコソコソと会ってるじゃないか！」

「はぁ？」

　理玖は何のことかさっぱり分からない様子で怒っている。全力で否定してくれているけれど、ずっと抱えていた不安に押しつぶされて、思わず泣いてしまった。

「……っ、……うう……」

「結奈……？」

「ほら、泣いてるじゃないか。あんたは信用されていないんだよ。天野先生のこと、大事にできていない。だから泣くんだ。ガキには天野先生に釣り合わないんだよ！」

　違う、理玖が悪いんじゃない。

　私の自信がないだけ。理玖を魅了するような力がないことを、ひしひしと実感して悲しんでいるだけなのだ。

　だから理玖は悪くない、と言おうと顔を上げると、明らかに怒っている理玖の様子が目に入る。こんなに怒りを露にしている彼を見るのは初めてで絶句した。

「何か意味分かんねーけど、頭にきた。ガキに天野先生が似合わない？　んなこと一番分かってるよ。だから、必死で今まで一人前の男になれるよう努力してきたんだよ。こっちは何年片想いしてきたと思ってるんだ。中途半端な気持ちで結婚したわけじゃないんだよ！」

　理玖が本気で怒ってる。

　こんなに感情的に怒っているところ、初めて見た。

　とめどなく流れていた涙も引っ込んで、驚きで固まってしまった。

「中途半端なストーカーしてんじゃねぇよ、俺は何年結奈のこと追ってたと思ってんだ。八年だぞ、八年。重すぎだろ。ここ数年想ったってだけで、調子に乗んな！」

　ん？　追う……って、何だろ？

　理玖の言葉にひっかかったけれど、追及できる空気じゃないから質問できない。どういう意味だろうと考えているうちに、遠くのほうから二名の警官が駆けつけてきた。

　どうやら理玖がここに来る前に通報していたようで、遅れてやってきたようだ。

　警官に気付いた五条さんは、慌てふためく。逃げようにも足がすくんで動けないようだった。

「大丈夫ですか！」

「この人がうちの妻を襲っていました。あそこに設置されている監視カメラの映像を見れば全部映っているはずです」

　近くにあるコインパーキングの防犯カメラの角度的に、私たちのやり取りが映っているだろうと理玖が指さした。警官は理玖から五条さんを受け取ると、そのまま取り押さえてパトカーへと連行していった。

　理玖は私のほうへ駆け寄り、地面に落ちていたバッグを拾ったり、私の服に汚れがないか確認したりして心配してくれた。

「結奈、大丈夫？」

「うん、大丈夫。来てくれてありがとう」

　理玖が来てくれなかったら、私、今頃五条さんの車に乗せられて何をされていたか分からなかった。こうして無事でいられたのも、理玖のおかげだ。

「それより仕事は？　まだ帰る予定じゃなかったのに」

　帰国は明日のはずだった。それなのになぜ？

「昨夜の電話のとき、不審な訪問があっただろ？　それで嫌な予感がしてマンションに問い合わせたんだ。そうしたら、あいつが何度も訪ねてきていることが分かって、すぐに帰ることにした」

「そうだったんだ」

「怖い思いしたよな。一人にしてごめん」

　俺が出張に行っていなかったらこんなことにならなかったのに、と抱きしめられる。久しぶりに感じる理玖のぬくもりに包まれていると安心する。さっきまで不安で泣いていたのに……。

「それより、さっきは何で泣いてたの？　あの男が言ってた、女がどうこうってのが関係してる……？」

　それもだけど、私たち、もっと根本的なところを話し合わないといけないのかもしれない。

「俺のこと、何か不安に思ってる？」

「……うん。でも、それは理玖が悪いんじゃなくて、私のせいなの」

　小さなことですぐに揺れてしまう私が悪い。自分に自信がないのが悪い。今まで教師として生徒たちの指針となれるよう自信を持ってやってきたのに、恋愛に関してはうまくいった試しがないから自信が持てない。

　それは私自身の問題だし、理玖のせいじゃない。

「今更だけど、私、恋愛とか全然したことがないし、どうやったらうまくいくのかとか分からなくて。自分にも自信がないし……すぐ不安になってしまう。こんなの、よくないって分かっているのに……」

「ごめん、それは俺が悪いんだ。全部話すよ」

「え……？」

「俺たち、ちゃんと話そう？」

　理玖は真剣な眼差しで私を見据えた。

　一体、どんな話をするつもりなのだろう。

　一気に緊張が走って、私は彼の目をじっと見つめ返すしかできなかった。







５ 通じ合う心








　五条さんが警官に確保されたこともあって、事情聴取されることになり、私たちが自分たちのマンションに帰ったのは、夜中の０時を回ってからだった。

　クタクタになりながら部屋に戻り、とりあえずお風呂に入ることになった。不安な気持ちを抱えたまま湯舟に浸かり、理玖のことを考える。

　──ちゃんと話そう。

　先ほど言われた言葉を思い出す。

　そう言われて、もしかして別れ話なのでは？　とまた不安が募る。

　また彼のことを疑って信用していないと反省する。すぐにネガティブに考えるのはよくない。私たちの問題を解決するための話し合いだと信じよう。

　それより、さっき五条さんから守ってくれた理玖の姿を思い出すと、格好いいと惚れ直す。わざわざ海外から飛んで帰って駆けつけてくれたなんて、私のことを想ってくれていないとできないことだ。

　そういう行動を信じて、前向きに考えなきゃ。

　よし、と気合いを入れて湯舟から立ち上がる。私のあとに理玖が入浴し、彼が上がってきたらリビングのソファに座って話し始めた。

「結奈……疲れただろ。眠くない？」

「うん、大丈夫だよ」

　今日は色々あった。仕事をしたあとに、あんな事件に巻き込まれて。ここ最近不審者騒動もあったから、疲労は溜まっていたけれど、理玖と話し合える時間が大切だから平気だ。

「それより話……って」

　信じているものの、手に汗を握りながら本題に入った。理玖は少し固い表情で私を見つめ、小さくため息をついてから話し始めた。

「俺さ、高校のときから、結奈のことが好きだって言ってたよね」

「うん」

「卒業式の日、振られて、でも諦めきれなくて。実は、結奈のこと、ずっと追いかけてた」

　振られた直後は、ショックで立ち直れなくて忘れようと思ったらしい。しかし時間が経つにつれ、やはり私以外の女性に興味が持てず、更に想いは募っていったそう。

「大学に行っても、海外に留学して新しい出会いがあっても、他の女性には惹かれなくて。むしろ結奈がいいって強く思うようになっていった」

　どうしようもなく忘れられなくて、もう一度告白しようと考えたとき、私の周辺を調べてみた。そうしたら、いい感じの男性がいることに気付いた。そのまま付き合われたら困る、と理玖はその男性と接触し、ふたりが付き合わないように手を回していたと言うのだ。

　まさかそんなことをしていたとは！

　驚いたけれど、不思議と嫌な気持ちにはなっていない。むしろ、私のことを忘れずにいてくれたのだと嬉しく思う。

「ええ……っ、そうだったの？」

「本当にごめん。こんなの、今日の奴と変わらない。結奈が他の男と親しくなるのが嫌すぎて裏で手を引いていたとか……気味が悪いよな」

　理玖とお見合いで再会するまで、男性と全く付き合うことがなかったのは、理玖が邪魔をしていたからだったのだ。いい感じになっても、相手の男性から急に連絡が来なくなったり、素っ気なくされたりしていた。

　確かに今思うと、不自然なくらい、みんな急にいなくなった。どうしてだろうと思っていたが、裏で理玖が手を回していたのなら納得できる。

「どうやってたの？」

　そう質問すると、理玖は罰が悪そうな表情を浮かべ困りだした。素直に打ち明けるべきか、言わないべきか悩んだようで、しばらく話しださなかったが、心が決まったようでゆっくりと口を開いた。

「……それは、その時々によって変えていたけど……お金だったり、仕事だったり。そもそも結奈のこといいと思っている割に手を引けと言うと、すぐに引き下がるような奴らばかりだったんだ。そんな奴と付き合っても、幸せになんかなれないだろうからよかったんだけど」

「う、うん……」

　結奈から手を引くのなら、金銭的に援助してもいいだとか、今の会社で功績を残せるように働いてやるだとか、あらゆる圧力をかけていたらしい。さすが御曹司はやることが違う。

「さっき、不安に思っている──みたいなことを言っていたけど、俺が結奈のことを好きかどうか不安に思ってるってこと？　俺さ、筋金入りの結奈好きだから、心配する必要なんて一切ない。むしろ好きすぎてヤバいっていうか……」

　私と付き合いたすぎて、親しくなる男性を引き離すだけではなく、好かれるために起業したり、知人に頼み込んでお見合いを申し込んだり。私に好かれるためだけに仕事をしているし、格好よく思ってもらえるように身なりに気をつけている。

　全てが私のためなのだと熱弁された。

「結奈が思っている以上に結奈に執着しているし、独占欲も強い。結奈がいないと生きていけないくらい惚れてる」

「うん」

「旦那がこんな痛い奴だったって引いてない？」

　いつもクールな理玖が、不安そうな表情を浮かべて私を見つめる。出会った頃の女性を大事にしない理玖とは比べ物にならないくらい弱気なところがぐっとくる。

「ちょっと驚いたけど、引いてないよ」

「嫌いになってない？」

「なってない」

　離れていて不安だったのに、こうして面と向かって話していると解消されてきた。

　嫌いになっていないと伝えても、まだ心配そうにしている理玖に微笑みかける。何も心配しなくて大丈夫だよと伝えるために。

「俺に聞きたいことがあったんだよね。それは何？」

「あ、うん。これなんだけど……」

　五条さんがうちのマンションのポストに入れてきた数枚の写真を理玖に見せる。美しい女性と並んで歩く彼の姿を見ると、どんなに熱烈に好きだと言われていても胸が痛む。

「ああ、これね。うちの従業員だよ。あとこの着物の女性は、うちのお得意様のクラブのママ。クラブで働く女性はブランドものをお客さんからもらうことが多いでしょ。だからうちのショップに売りに来てくれるんだ」

　同い年くらいの綺麗な女性は、エリアマネージャーをしている女性らしい。ブランドものに詳しく、尚且つ店舗の運営に深く携わっている人だそう。

「性格はさっぱりしていて、仕事に命懸けてるんだ。ゆくゆくは海外で自分の会社を立ち上げたいみたいだから、恋愛なんてしている暇ないそうだよ。それに、俺が結奈のこと好きって知っているから」

　理玖の話を聞いていると、嘘をついているようには思えない。その彼女は同僚なだけで、それ以上の関係はないときっぱりと言い切った。

　その上、信用できないのなら本人に電話してもいいし、話し合いの場を設けてもいいとまで提案される。そこまで言えるということは、やましいことがないのだと伝わってきた。

「疑ってごめんね。理玖のことを信用していないわけじゃないんだけど、心配になっちゃって」

「いいんだ。結奈を不安にさせる俺が悪い。こちらこそ、ごめん」

　理玖の真摯な対応を見ていると、疑っていた自分が恥ずかしくなる。理玖はこんなにまっすぐで一途なのに。

「あとクラブのママも、仕事の付き合いだけだし店に飲みに行ったりもしてないよ。結奈と結婚してから、お酒を飲んで遅く帰ってきたことないでしょ」

　確かに言われてみれば、もともと理玖は外食が少ない。仕事が終わったらすぐに帰ってきて私たちの夕食を作ってくれている。

　私のほうが朝は早く夜は遅いので、理玖が家事をしてくれているのだ。

「そうであっても、こんな写真を見たら不安になるよね。嫌な思いをさせてごめん」

「ううん、お仕事の付き合いの人たちなのに、変な勘違いしてごめんね。つい不安になっちゃって。なんで年増の私のことが好きなんだろうとか、本当に私でいいのかな？　とか、マイナスなことばかり考えてしまったの」

　理玖が魅力的な人であればあるほど、自分が釣り合っていないのではないかと思ってしまう。後ろ向きに考えてしまうなんて、私らしくないなと思うのに、恋愛になると弱気になる。

「俺は結奈じゃないと嫌なんだ。俺のこと、一人の人間として接してくれたのは結奈だけだった。俺の家庭環境とか、親とか、素行の悪さとか、全部無視して俺だけを見て人間関係を築こうとしてくれた。それが嬉しかったんだ」

　だから、心配しなくていいと話してくれる。

「悪いけど、結奈が思っている以上に惚れているから。……でも、心配してくれるの、ちょっと嬉しい」

　俺のことを想っていないと、そんな心配をしないだろうと前向きに捉えたようで、理玖は嬉しそうに微笑む。

「ねえ、結奈。ここまでバレちゃったから、もう隠さなくていい？」

「え……？」

「俺、結奈に嫌われないように、一生懸命気持ちを抑えていたんだよね。でももう全部出していい？」

　何かをふっきれたような清々しい表情を浮かべる理玖は、私のほうをじっと見つめてくる。その表情が少年のように無邪気で可愛い。そんな顔で見つめられたら、うんとしか言えなくなる。

「俺がめちゃくちゃ好きってことが実感できたら、不安になんてならないよね？」

　そう質問されて、反射的にこくんと頷いた。

「じゃあ、いっぱい表現する。結奈がもうお腹いっぱいって思うまで」

　満面の笑みでそう言うと、理玖は私のことをお姫様抱っこして立ち上がった。そしてそのまま寝室へ連れていかれる。

「ちょ……っ、理玖!?」

　驚いている間に、ベッドの上にそっと下ろされて、その上に理玖が覆いかぶさってきた。

「……はぁ、この数日間離れていただけでも寂しかった。結奈が傍にいないなんて無理。会いたかった」

　理玖……。

　寂しく思っていたのは、私だけじゃなかったんだ。

　同じ気持ちだったと知れて、安心する。こうやって言葉と行動で伝えてくれたら、彼からの思いがより強く伝わってくる。いつもしてくれているんだけど、すぐに不安になっちゃうから、こうして何度も示してくれると嬉しい。

「ずっと我慢していたんだけど……したいことがあるんだ」

「……したいこと？」

「うん。前に俺のしたいこと、叶えてくれるって言っていたでしょ？」

　そういえばそうだった。以前、帰りが遅くなって車の中で叱られたとき、そんなことを約束していた。

　ぎゅっと強く抱きしめていた力を抜いて、理玖は私を見下ろしてきた。

「今だけ……先生って呼んでいい？」

　急に先生と呼ばれて、胸が大きく鳴る。理玖と再会してから、あまり呼ばれていなかったから、動揺してしまった。

「ずっと呼ばないようにしてた。俺が元生徒だって感じたら、結奈は男として見てくれないような気がしていたから」

「……うん」

「でも、今だけ。……いい？」

　どうしよう、理玖に先生と呼ばれたら、鼓動が一気に速くなる。うるさいほどドキドキして全身が熱くなってきた。

「天野先生……俺のこと、好き？」

　甘えるような表情でそう質問されて、腰が砕けそうになる。私がチョコレートだったら、今完全にとろとろに溶けてなくなっているだろう。

「……好き、だよ」

「俺も好き。天野先生以外、何もいらない」

　情熱的に好きだと伝えられて、愛の言葉と共に口づけをされる。甘くて柔らかい唇が何度も重なって、そのあと舌が絡まる。

　今、私たちは八年も経って夫婦になっているのに、あの頃にタイムスリップしたような錯覚を覚える。先生と生徒だった当時みたいだ。

　理玖を振ったあと、後悔していなかったかと聞かれたら、少し……ほんの少しだけ後悔した。

　確かに問題児だったし、扱いにも困っていた。だけど、その反面、手がかかるぶん可愛くて、だんだん心を許してくれて素直になっていく彼が愛おしかった。

　でも私は大人だし、教師だし、彼の純粋な気持ちを受け入れるわけにはいかなかった。理性を奮い立たせて気持ちを受け取らなかったが、好きだと言われて本当は嬉しかった。

　そのときに蓋をした気持ちが蘇ってきて、彼からの「好き」に過剰に反応してしまう。

「私も……っ、新堂くんが好きだよ」

　あのとき、こう言えていたら──。

　そんな思いが溢れて、気が付けば同じように気持ちを伝えていた。

「……っ、あ、んん……」

　唾液が零れるほどの濃厚なキスをして、お互いの服に手をかける。触れ合えていない一分一秒がもったいなくて、早く脱がせたい。そんな気持ちを抱きながら裸になって、お互いの体温を確かめるように強く抱き合った。

「好きだ、天野先生」

　理玖の手が私の胸を揉み始め、胸の先を弄りだす。優しく執拗に転がし、頂を捏ねまわして刺激する。それが気持ちよくて、私は甘い吐息を漏らしながら彼にしがみついた。

　私たち、きっと同じくらいの熱量で愛し合っている。

　そう確信できるくらい、一緒に高揚しているのが分かる。唇を離した私は、彼の胸元に顔を寄せた。筋肉のついた胸元にある小さな尖りを見つけると、そこを舐めてみる。

「……っ、ぁ」

　ビクンと理玖の体が揺れ、声が漏れるのを聞き逃さなかった。

　これ、好きなのかな？

　今までしてもらってばかりだったけれど、私も同じように愛したい。その一心で彼の乳首を舌で転がして、そのあと吸い付いた。

　今までしたことはなかったけれど、こうしたら気持ちいいのではないかと手探りでやってみる。

　むしろいつもより興奮しているように見えるし、呼吸も少し荒いように感じた。

「せん、せ……。そういうの、……っ、やめ……」

　やめてと言うけれど、全然抵抗していない。むしろ表情はとろんと溶けていて気持ちよさそうなんだけど。それに、彼の下半身もすごく反応している。ボクサーパンツにっくっきりと形が現れ、布を強く押し上げていた。

「やめたほうがいい？」

「……いや、……っ、大丈夫……だけど……声が──っ」

　私にこんなことをさせられないという気持ちと、してほしい気持ちで揺れているように見える。困惑している彼の表情がとてつもなく可愛くて胸がきゅんとする。

　いつもは凛々しい理玖が、劣勢になっているところが愛らしい。そんな様子を見ているともっとしたくなる。

「じゃあ、もう少しだけさせて？」

「……あっ」

　下着のウエスト部分に手をかけて、一気に太ももあたりまでずらす。すると抑えられていた屹立が解放され、大きく天を仰いだ。浮き筋だつそれは、ひどく膨張し苦しそうなほど硬くなっている。

　私はそれを恍惚とした目で見つめてから、彼の顔を見上げた。

「舐めてもいい？」

「えっ……」

「お願い。してみたいの」

　理玖は驚いて反射的に腰を引いた。しかし私はそれを追いかけて、彼のものに顔を近づける。そして仰向けにさせると、彼のものに唇を寄せてみた。

「ぁっ……天野先生……！」

　初めて感じる屹立の感触。硬いんだけど温かくて、触れると愛おしさが溢れる。ここも理玖の一部なんだと思うと可愛くて、たくさん愛したくなる。

「無理だよ、先生にこんなことさせられないって！　……っ、あ」

　屹立にたくさんキスをしたあと、キャンディを舐めるみたいに舐めてみる。形をなぞるように動いて、全部を濡らしていく。鈴口からは少し蜜が出ている。

「……っ、く……」

　いつもあまりちゃんと見ていなかったけれど、こんな形をしていたんだ。深い雁首や、太い茎の部分まで全部舐めていく。

　そしてしっかり濡らしたら、ひと思いに口に含んでみた。理玖が制止しようとするのを無視して、咥えて全部を収める。

「先生……っ、ああ、無理、そんなことしたら、すぐ出るから……！」

　今まで見たことのない理玖の焦る姿が新鮮で、もっとしたくなる。気持ちよさでどうにかなってしまいそうと困っているところが見たい。その一心で愛撫を続けていると、理玖が抵抗しなくなってきた。

　私の熱い唾液で濡れたものにしゃぶりついていると、お腹がジンジンと熱くなっていく。口淫で感じているのは私も一緒。

　奉仕しているはずなのに、私も同時に高ぶっている。

「もう、知らない。……っ、悪いのは先生だから」

　私のためを思って拒んでいたのに、言うことを聞かないから開き直ったみたい。理玖は私のこめかみあたりを両手で支え頭を固定した。

「天野先生、ほら、もっと奥まで咥えてよ。根本まで入るでしょ？」

「ん、んう……！」

　ぐぐっと最後まで入れられると喉奥に突き刺さる。むせ返りそうになりながら、必死で全部受け入れると涙が溢れる。苦しい……けど、なぜかそれも興奮する。

「もっと吸い上げて。舐めながら吸い上げると、気持ちいいんだよ」

「う、んん……っ」

　ゆっくりと腰を引かれて喉奥から離れると、今度は吸い上げろと言われる。言われた通りにやると、理玖は甘い吐息を漏らした。そうしてもう一度奥まで挿し込まれて、何度も同じことを繰り返す。

「いいよ、すごく気持ちいい。どう？　生徒のものをフェラしてる先生、すごくエロいよ」

　そう言われて、ドクンと大きく胸が鳴った。

　いけないことをしている気持ちになって、興奮しているなんて変態みたい。羞恥心と背徳感で余計に感じてしまった。

「ほら、もっと気持ちよくしてよ。動かすよ」

「ん、んぅ！　んんん──」

　私のことを固定して、理玖は激しく抽送する。絶対に歯を立てないように気づかいながら、その早い動きに涙が零れる。相変わらず苦しいのに気持ちよくて、何もされていないのに私の下半身は熱くなって蜜をたらしていた。

「……っ、あ」

　激しい律動が繰り返されてされるがまま耐えていたら、急に解放された。このまま動きが続いて放出までされるのかと思っていたら、そうではなかったらしい。ギリギリのところで抜かれて喪失感でいっぱいになる。

「新堂くん……っ!?」

　急に体をベッドに押したおされたと思ったら、すぐに下着を脱がして足を開かされた。

「イクなら、ここがいい」

　そう言ってから、彼は私の秘部を舐め始めた。まるでさっきの仕返しと言わんばかりに、そこを執拗に舐めだす。

「だ、だめ……っ、新堂くん……」

　今、すごく濡れていて、舐められていい状態じゃない。こんなに溢れていたら、きっと不快なはず。美味しくもない場所を簡単に差し出せなくて腰をくねらせた。

「やだ。舐めたい。天野先生だけなんてずるい」

　舌先でゆっくり動いたあと、蜜の溢れる場所を丹念に舐め上げる。そしてその少し上にある小さな蕾を見つけると、そこを何度も吸い上げた。

　狂ってしまいそうなほどの快感が襲ってくる。頭がクラクラして正気でいられなくなる。

「ああっ、あ！　あああん……っ」

　激しい舌戯が繰り返され、腰が何度も揺れる。がっちりと脚を開かされているから逃げられない。

　こんなに感じて、乱れて、恥ずかしい。

　なのに、経験したことのないほどの愉悦に呑み込まれて抵抗できない。涙を零しながら、はしたなく喘ぐばかりだ。

「先生のここ、すごく美味しい。ずっと舐めてたい」

「や……っ、だめぇ……」

　理玖は舐めるのが好きなことを思い出す。前にも長い時間舐められて、気がおかしくなりそうなほど感じさせられた。彼の性格を表すかのように粘り強く一途。どんなことでも揺るがない強い信念があるから、そう簡単に止めない。

　またあの甘い拷問のような時間が始まるのかと考えると、嬉しさで気が遠くなる。もう何を言おうとも、彼が満足するまで私の体は快楽に落とされるのだ。

「今日はここを舐めながら、指を入れてあげる」

　言葉は優しいのに、やることは容赦ない。クリトリスを吸い上げながら、秘部に指が入ってくる。一本しか入れてはこないものの、彼の指は一本が太くて長い。一番長い中指が奥まで入ってくると、内壁を優しく擦りだした。

「ああっ！　あああ……っ、しんど……くん……っ」

　舐めながら指でされるなんて初めてだから、あまりの気持ちよさに戸惑う。お腹の奥がきゅんきゅんして痙攣が止まらない。すぐにでもイッてしまいそうで、中がひくついている。

「先生どう？　気持ちいい？」

「ん、ああ……っ、きもち、いい……っ。ああっ」

「生徒にこんなことをされている気分、どう？　どんな気持ち？」

　そう聞かれて、目の前にいる理玖が、八年前の彼の姿と重なる。制服姿の、あどけなくて尖っていた頃の彼が浮かんで、背徳感でおかしくなりそうになった。

「んんっ、はずかし……ぃ、でも、気持ち、くて……変になりそ……」

「そうなんだ？　エッチな先生だな。こんなにエッチな先生だったなんて、みんな知らないだんだろうね」

　揶揄されて羞恥心が燃え上がる。こんな姿、理玖しか知らない。昔の生徒も今の生徒たちも私がこんなに乱れる女性だなんて知る由もないだろう。こんな本能むき出しの状態にさせられて恥ずかしいのに気持ちいい。

　今まで殻に閉じ込めていた本来の自分を解放したようで、快感に溺れて何も考えられなくなっていく。

「ああぁ、もうだめ……っ、新堂くん、もう私……っ」

　中から溢れた蜜と、彼の唾液が混ざり合って、秘部はぐちゃぐちゃだ。どろどろに溶けている場所は、もう制御不能状態で限界に達しそうだ。涙を浮かべながら、もうダメだと告げると、更に追い込むように激しく刺激される。

「いっぱい気持ちよくなって。先生が泣くほど感じているところ、見たいから」

　奥から熱くなってくる。彼の指が擦ってくる場所が気持ちよすぎて快楽に全身が支配される。一体どれだけ経ったか分からないほど愛撫をされて、あられもない声がとめどなく続いていく。

　私たちの過去の記憶が薄れていく。

　抱いていた恋心に蓋をして、大人のふりを続けたことも、彼からの想いを受け取らなかったことも。

　そんな思い出が全部かき消されて、快楽に支配される。

「ああっ、ああ、ああぁっ……！　も……無理……」

　どんどん体が熱くなって昇っていく。呼吸が乱れてあえぎ声が止まらない。今、どんな顔をしているかとか、どんな声を出しているかとか、考える余裕がなくなる。

　気持ちいい、気持ちいい、気持ちいい──。

　そんな簡単なことしか考えられず、理玖の髪をくしゃっと掴んだ。

「あああっ、あ、あぁん……！」

　彼から与えられる快楽が大きくて、腰が痙攣するみたいに勝手にヒクつく。我を忘れて本能のまま感じて、体が制御不能になっていく。

　おかしくなってしまう──。

　そう思うけれど、不安はない。

　理玖は私がそうなることを望み、彼もまた一緒に高まっているから。

　理玖は繋がった場所を容赦なく激しく揺さぶり、最終的には最奥に届くようにねじ込む。

　一番奥にグリグリと押し付けられ、それに喜んだ私は大きく震えた。

「あまの、くん……っ、あああ──」

　彼の望みとおり、涙を零しながら絶頂を迎えた。きっとぐしゃぐしゃの顔をしていただろうし、可愛くもないはず。それなのに、理玖はそんな私をぎゅっと抱きしめた。

「ああ、先生。すごく可愛い」

「はぁ……、はぁ……っ」

　全速力で走ったあとのような荒い呼吸をしていると、理玖は鎮まるまでずっと抱きしめてくれていた。乱れた髪を直し、何度もキスをする。

「天野先生、大好きだよ」

「うん」

　ああ、なんて幸せなんだろう。

　今は行動のひとつひとつから愛情が伝わってきて、すごく愛されているのだと実感する。

「そろそろ、いいかな」

　しばらく体を休ませたあと、理玖は仰向けになっている私の上に覆いかぶさる体勢に変える。彼のほうを見ると、甘い眼差しで見つめられていた。

「結奈、愛してる」

　先生と生徒の枠組みを超えて、私たちは一人の人として本気で愛し合っている。そう確信できるほど、強い想いを受け取ると自然と涙が溢れてきた。

「ありがとう、私もだよ。理玖、愛してる」

　もう迷わない。私でいいの？　と不安にならない。理玖のことを本気で考え、支えてあげられるのは私しかいないと思うから。

　お互いの気持ちを確かめたあと、膨れ上がっているものが私の奥まで挿し込まれた。

「ああ……っ」

　彼の昂ぶりを全て受け止めて、私の中が悦んできゅうきゅうと窄んで締め付ける。あなたを離したくないと訴えかけるように。

「結奈のナカ……すごく気持ちいい」

　粘膜を押し広げられ、彼のもので内側がひどく擦れる。その感覚が極上の快感をもたらし、私の体は悦びに溢れていく。

「私も……気持ちいいよ」

　そう伝えると、理玖がゆっくりと腰を動かし始める。最初はゆったりと、そして次第にリズミカルに変わり、浅いところを刺激したと思えば、急に深くなったりして。

　その不揃いな動きに翻弄されて、その度に感じて甘い声を漏らす。

「あっ、ああ……、新堂くん……っ」

　大好きな人とひとつになれていると思うだけで、すぐにイッてしまいそう。

　喜びで胸がいっぱいで、これ以上ない幸せを感じている。彼が動くたびに私の体はビクビクと痙攣するみたいに跳ねている。繋がった場所が甘く切ない。

「もしかして、イキそうになってる？　中の反応に余裕がないね」

「だ、って……気持ち、いいから……ああっ」

「やっぱり結奈は可愛くてエロいな。そういうところ、すごく好きだよ」

　そう言うと、律動が速くなってきた。私の膝頭に手を置いて大きく脚を開けると、その中心に向かって腰を打ち付け始める。肌と肌がぶつかって、接合部が激しく音をたてる。

「これ以上したら、おかしく、なりそ……ぉ、ああっ、理玖……！」

「おかしくなっていいよ。結奈のイクところ、見ていてあげるから」

「ああっ、あ、ああ、ああ──」

　雷に打たれたみたいに、全身に快楽がいきわたる。壊れてしまいそうなほど激しく穿たれて強烈な快感に襲われた。

　理玖のものが私の中を容赦なくかき混ぜる。

　太くて逞しい彼の屹立が、蜜道を何度も擦り、気持ちいい場所を探り当てる。私の反応のいい所を見つけると、そこを重点的に攻め始めた。

　これ以上されたら、この快感に溺れて抜け出せなくなりそう。そんな中毒性のある快楽に襲われながら、昇りつめていく。

　枕の端を強く掴んで、与えられる感覚を全て受け止めた。

「……っ、はぁ……はぁ……」

　何も考えられないほど、頭が真っ白になった。体はまだ快感の余韻に浸っていて、繋がった場所は震えている。時折、ヒクヒクッと痙攣して彼のものを締め付ける。

「イク顔も可愛いんだよな。その顔見てたら、俺、何回でも射精できそう」

「うう、その言い方……」

「もう隠さないって言っただろ。俺、結奈でしかイケないようになってるから。一人でするときも、結奈と想像しながらするし」

　そんなことまで包み隠さず話されて、こっちは照れて恥ずかしくなる。理玖だって男性だし自慰行為をするとは思うけれど、私をオカズにしているなんて言われたらその姿を想像してしまうじゃない。

「だから、今、こうして結奈とセックスできて、すごく嬉しいんだよ」

「うん」

　大好きだと何度も言いながら、理玖は私にキスをする。達したばかりの熱くなった体は、まだ収まりそうにない。キスをされているだけでも悦びに変わり、まだまだ足りないと貪欲に欲しがっている。

「結奈の中、すごく締め付けてくる。熱くて、ぬるぬるで、すごく気持ちいい」

「あぁ……あ……っ」

　また抽送が始まった。さっきよりも感じやすくなった蜜道は、彼が動き出すとすぐに窄んで強く包み込んで離さない。

　理玖が気持ちいいように、彼から与えてもらえる白濁を心待ちにするように締め付けて欲しがりだした。

「ああ……そんなに締め付けたら、すぐにイキそうになる」

「理玖も、気持ちよくなって」

　次は一緒に昇りたい。私だけじゃなくて、ふたり同時に。

　私がそう願って、彼の首に手を回すと、彼はとろけるような甘美な眼差しで私を見つめ返した。もう言葉なんていらないほど、すごく嬉しいと表情に出ている。

「うん。じゃあ、奥でたくさん出すね。子宮の入り口まで挿し込んで、たっぷり濡らしてあげる。俺の精子全部受け止めてくれる？」

　包み隠さず聞かれて、私の興奮は更に増した。羞恥心を手放した私は、彼の首に手を回して口づける。

「新堂くんの精子、私の中に出して。新堂くんの赤ちゃんが欲しい」

「……っ」

　まさかそんなことを言うなんて思っていなかったようで理玖は私の言葉を聞いて頬を赤らめた。そして嬉しそうに微笑む。

「ありがとう、そう言ってくれて。じゃあ、お望み通り奥で出すからね」

　彼に火をつけてしまったようで、彼は私の腰を掴んで浮かせた。彼に引き寄せるような体勢になり、ガンガンと強く突き上げだす。

「ほら、奥まで全部入ってる。ここ、一番奥でしょ」

「あ、ああっ！　深い……っ、ん、ああんっ」

「俺たちが繋がっているところ、丸見えだよ。ああ、結奈の中に出せるなんて……最高」

　お互いに息を荒くして本能のまま繋がる。全身が性感帯になったみたいで、どこもかしこも気持ちいい。息つく暇もないほど何度も突き上げられて、私は弓ぞりになって彼の全てを搾り取ろうときつく締め付けていた。

「ああ！　あああっ、あん……ぁ、あああ！」

「結奈……っ、ああ……っ、もう、限界」

　ふたりの望みとおり、一緒に高まっていく。繋がった場所を乱暴なほどに揺らして、最後の体勢に入った。

　新堂くん、好き。こんなに愛しているのは、あなただけ。

　激しく揺さぶられながら、彼のことを想う。

「あああっ！」

「……っ、く──」

　彼が言っていたように、屹立の先が子宮口に密着する。そして先端をぴったりと押し当てたまま、欲情を全て吐き出した。

「────っ、あああ！」

　今までも何度も中に出されていたけど、今が一番激しく熱い。ドクドクと直接的に注がれて気が遠くなった。全部絞り出すように、彼のものが小さく震えるのでさえ感じてしまう。

　その全部を飲み込めたことが嬉しくて涙が零れた。

「結奈、愛してるよ」

「私も。理玖、愛してる」

　繋がったまま抱きしめ合って、私たちは愛情を確かめ合った。







６ 愛された人に愛されて、幸せな未来








　こうして私たちは、不安を解消して本当の夫婦になれて、彼のことを疑うことはなくなったし、不安に思うこともなくなった。

「結奈」

　朝、メイクをしている私に背後から抱き着いてくる旦那。彼はもうすでに身支度ができていて、家事をしてくれている。いつもと変わらない日常だけど、その普通の毎日が本当に幸せだと思う。

「どうしたの？」

「そんなに可愛くメイクしていたら、心配なんだけど」

「何の心配？　私、既婚者だよ」

「そうだけど……でも」

　女子校勤めだけれど、同僚に男性はいる。その男性に好意を持たれたらと心配しているらしい。保護者だっているし、男性が皆無なわけではないからという理由だそう。

　残念だけど、理玖が思うほど、私、モテないんだけどな……。

「大丈夫、私、理玖以外好きにならないから。理玖に心底惚れてるし」

「……え？」

「何回も言わないよ。ほら、メイクするから向こう行ってて」

「結奈ーっ」

　安心させようと思って言った言葉で、理玖の心に火をつけてしまったようで、余計に離してもらえなくなってしまった。じゃれついてくる理玖と、笑う私で、用意が全然進まない。

　愛している人に愛されていること。

　それがすごく幸せなことだって、理玖と一緒にいて知れた。

　これからもずっと一緒にいようね。

　未来に続く幸せに溢れる楽しい日々を想像して、私は嬉しさを噛みしめるのだった。





＊理玖＊






　高校の卒業式。

　式典が終わり、教室で最後の時間を過ごしているとき、友人との別れよりも、他のことで頭がいっぱいだった。

　今日まで長かった──。

　高校三年の初めに出会った副担任助手の天野結奈先生。大学を卒業して初めての就職で緊張している様子が初々しく、男性にも不慣れで怖いと思っているくせに、怯えながらも一生懸命ぶつかってくる。

　そんな健気な様子を見ているうちに、次第に気になる存在になっていった。

　──今日こそは、絶対に伝える。

　今までどんな女性に告白されても、特定の相手を作るのが嫌だったのに、天野先生に出会って変わった。

　いつも俺のことを気にかけ、忖度なしに俺に向き合ってくれる人だった。周りはＳＨＩＮＤＯグループの社長の息子だから気を遣ってくるのに、彼女だけは俺が正しい道に進めるようにと言葉をかけ続けてきた。

　そんな人、今まで出会ったことがなかった。そんな人だから、強く惹かれた。

　教師と生徒である限り、俺は相手にされない。

　卒業したら、ただの男と女になる。先生に異性として意識してもらえるし、恋人にだってなれる。

　そう信じて、今日まで気持ちを抑えて耐えてきた。

　プライベートな話をしたいし、休日も一緒に過ごしたい。電話やメールもしたいし、手を繋ぎたい、彼女に触れたい。傍にいると、そんな欲求ばかり溢れておかしくなりそうだった。

　思春期の暴走しそうな欲求をコントロールするのは、すごく難しくて、苦しかった。だけどそれも今日で終わる。

　俺のことをあんなに気にかけてくれていたのは、俺のことを少しでもいいと思っていないとできないはずだ。だから、期待して、いいんだよな？

　担任が別れの挨拶を済ませると、クラスメイトたちは教室を出始めた。俺も卒業証書を持って天野先生を追うが、彼女の周りには生徒で溢れていた。

　あいつら、どけよ。

　天野先生は派手な感じではなく、どちらかというと控えめで清楚な雰囲気だ。真っ白の肌が美しく、柔らかくていい香りのしそうなダークブラウンの髪はくるんとカールしていて毛先まで可愛らしい。

　男子生徒たちは、天野先生を性的対象として舐めるように見ているから気に食わない。

　嫉妬に狂った目で彼らを一蹴すると、俺の視線に気づいた生徒たちは散り散りに去っていった。

「あ、新堂くん。卒業おめでとう！」

　俺に気が付いた天野先生は、とびきりの笑顔で話しかけてきた。

「てか、寂しくないのかよ」

「え……？」

　笑顔で話しかけてくるから、素直になれず不愛想になる。こんな態度とるつもりはなかったのに、ついやってしまった。

「俺とこれから会えなくなるんだけど、何も思わないわけ？」

　いつも手を焼かせていたし、問題児だったから、いなくなって清々するかもしれないけど……少しぐらい寂しく思えよな、と心の中で悪態をつく。

「う……」

　すると、俺の顔を見た天野先生は、急に目を潤ませて涙を溢れさせた。

「ちょ……っ。おい、泣くなよ。俺が泣かせたみたいだろ」

「そうだよ～～!!　新堂くんのせいだよ。泣かせないでよーっ」

　冗談で言ったのに、本当に泣くなんてやめろよな。悔しいけど、泣き顔もすごく可愛くて胸が締め付けられる。

「ほら、泣くな」

「もうー。泣かないって決めてたのに……」

　俺はハンカチを差し出して、次々に流れていく涙を拭っていった。

　華奢な体なのに、頬は柔らかい。長いまつ毛を濡らして泣く姿も愛おしくて仕方ない。くそ、何でこんなに可愛いんだよ。

　いつの間にか生徒たちは校舎を出て、校門あたりに集まっているようだ。遠くから別れを惜しむ声が聞こえてくる。他校の女の子も来ているようで、女の声も混じっている。

　そんな楽し気な声を遠くに聞きながら、静かになった廊下に俺と天野先生は立っていた。

「あのさ」

「ん……？」

　今日絶対に伝えると決めてきたのに、いざとなると言葉に詰まる。怯みそうになるけれど、今言わないと伝えることができなくなると言い聞かせて、覚悟を決めた。

「俺、天野先生が好きだ。もう生徒じゃなくなったから、男として見てほしい」

　今まで誰かに好きだなんて言ったことはない。

　俺だけのものになってほしいとか、俺を好きになってほしいと望んだのは、天野先生が初めてだ。教師と生徒という関係だからシチュエーションに燃えているとかじゃなく、一人の人間として先生が好きで、好かれたいと思っている。

　その気持ちを正直にぶつける。きっと先生なら受け止めてくれる……よな？

「俺と付き合ってください」

　最後の一押しの言葉。心臓がバクバクと大きく鳴って、全身に鼓動が響き渡る。天野先生の涙は止まって、目を丸くして俺をまっすぐに見つめていた。

　何も言わないまま、しばらく時間が過ぎる。

　ほんの何秒のはずなのに、とても長く感じられてこの空気に耐えられそうになかった。

「…………ありがとう。好きっていってくれて」

「うん」

「でもごめんなさい。新堂くんとお付き合いすることはできない」

　心の奥で覚悟していたことだったけど、実際に言われるとその衝撃はとてつもないものだった。その場で膝から崩れ落ちそうになるが、必死に冷静を装う。

「なんで？　俺が生徒だから？」

「うん、それもあるね。でもね、新堂くんにはもっと相応しい人がいると思うんだ。私よりもっと素敵で、魅力的な人。これからたくさんの出会いがあるし、可能性がたくさん広がっているよ」

　泣いたあとの顔で、にこっと微笑みかけられる。

　要は、今、俺が天野先生を好きになっているのは、狭い視野の中で、たまたま優しくしてくれた教師に恋心を抱いているだけだと。尊敬とか、憧れとか、そういうのを恋だと勘違いしているのだと言いたいのだろう。

　でもそうじゃない。

　俺は俺自身のことだから分かってる。天野先生だから好きなのであって、幻想でもないし一時の気の迷いでもないのだ。

　それでも、彼女は教師としての立場を弁え、大人としてこの返事をした。それは真っ当な人間なら当然の判断であり、そうあることが正しい。だから心の片隅でこうなることを想像していた。それでも、小さな可能性を信じて告白したのだけど、見事に玉砕してしまった。

　天野先生は尊敬するに値する人なのだと、改めて再確認した。

「新堂くんが素敵な男性になっていくのを楽しみにしてる。だから、卒業しても、新堂くんらしく頑張ってね」

　そう締めくくられて、俺の初恋は失恋に終わった。

　苦くて辛い思い出。

　卒業して、大学に入って、新しい出会いをいくつ経験しても、天野先生以上に好きになる人なんていなかった。むしろ、自分の感情を浮き彫りにしていくだけで、彼女への想いを募らせていくだけだった。

　天野先生じゃないと嫌だ。絶対に天野先生がいい。

　その思いを強くしていった俺は、彼女への想いを断ち切ることなく、執念深く機会を窺うことにしたのだった。

　あらゆる手を使って根回しして、彼女と特別な関係になろうとする男共を排除したし、監視だってしていた。正直やりすぎかなと思うものの、絶対に結奈と結ばれたい一心でやめなかった。

　そうして八年の月日が流れた。

　俺は大学を卒業してから、海外に留学をして様々な分野の勉強をした。親の経営している会社を継いでもよかったけど、親に頼って生きていくのは何か違うと思い自分の力で安定した収入を得られるようにしたいと考えた。

　天野先生とちゃんと肩を並べられるように、一人前の男になる──そう決めて。

　そうして俺の粘り勝ちで、今に至る。

「結奈、愛してるよ」

　俺の隣ですやすやと眠る彼女に囁く。さっきまで愛し合っていたのに、また欲しくなっている。裸のままベッドで眠る可愛い奥さん。目を開いていても、閉じていても、可愛さが変わらない。

　ああ、好きだ。

　これから何年経ってもこの気持ちは変わらない。

　彼女が不安になったら、全部解消してみせる。俺の揺るぎない愛情で包み込んでいれば、きっと何があっても大丈夫だと確信している。

「……私も、愛してるよ」

　てっきり眠っていると思っていた結奈から、愛の言葉が返ってきて驚く。

「起きてたの？」

「ううん、今、起きたの。理玖の視線を感じて」

「ごめん、起こして」

　まさか起こしてしまうとは申し訳ない。きっと激しく愛したから疲れているはずだ。ゆっくり休ませてあげたかったのに。でも──

「……あと一回してもいい？」

「そう言うと思った」

　俺の奥さんは、俺のことをよく分かっている。貪欲な旦那に付き合ってくれる最高の奥さんだと喜ぶ。

「いいよ、私もしたいから」

「結奈」

　俺たちはお互いの顔を見合わせて微笑んだあと、再び愛し合う。きっとこの愛は誰にも止められない。

　ずっとずっと永遠に続いていくだろう。







あとがき








　はじめましての方も、お久しぶりの方も、この度は「年下御曹司はお見合い妻を一途に愛し続けてやまない　～極上旦那様は元教え子でした!?～」を読んでくださり、ありがとうございます。

　今回のテーマは「教師と生徒」でした。しかし現役の先生と生徒ではコンプライアンス的にダメだと思い、先生と元生徒にしてみました。これはかんっぜんに私の趣味でして……笑

　禁断のシチュエーションって燃えますよね？　しかも先生と生徒って、もうっ……もう……！

　ドラマでも漫画でも先生×生徒モノをこぞって読んでいるので、今回すごく楽しみながら書けました。同じ趣味の方に刺さるといいのですが……！

　前回も私の好きな感じで書かせていただき、今回も自由にさせてもらい、濃蜜ラブルージュ様には感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございます。

　こんな趣味全開の作品ばかり書く私ですが、少しでも楽しんでいただけていたら幸いです。

　そして、今回表紙を担当してくださったのは水みず野のかがり先生です。

　表紙を見た瞬間、ふたりから溢れ出る甘々な雰囲気と理玖の色っぽさにドキドキしてしまいました。作品にぴったりな素晴らしい表紙を描いてくださり本当にありがとうございました。

　担当さま、制作にかかわってくださった方々、そして読者の皆様、こうして私が作品を完成できるのは皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　再び皆様にお会いできるよう、これからも頑張っていきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。

　またお会いできる日を楽しみにしています。それではまた！






藍川せりか










【著者紹介】

８月２１日京都生まれ。心配性のＡ型。大のお酒好き。

ＴＬ、ＢＬ小説を書いています。最近、自分用のＳｗｉｔｃｈを買ったので家族と一緒にゲームをするのが至福の時です。







濃蜜ラブルージュ

年とし下した御おん曹ぞう司しはお見み合あい妻づまを一いち途ずに愛あいし続つづけてやまない

～極ごく上じょう旦だん那な様さまは元もと教おしえ子ごでした!?～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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